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は
じ
め
に

　

大
高
城
（
名
古
屋
市
緑
区
（
は
永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
（
の
桶
狭
間
合
戦
の
前
哨

戦
の
舞
台
と
な
っ
た
こ
と
で
著
名
な
城
で
あ
る
。
通
説
的
に
い
え
ば
、
今
川
義
元
方

に
寝
返
っ
た
鳴
海
城
（
名
古
屋
市
緑
区
（・
大
高
城
を
包
囲
す
る
た
め
、
織
田
信
長

は
こ
の
両
城
の
周
囲
に
砦
を
築
い
て
包
囲
し
た
。
そ
の
た
め
、
特
に
大
高
城
へ
の
兵

粮
入
が
急
務
と
な
り
、
当
時
松
平
元
康
と
称
し
た
徳
川
家
康
が
、
義
元
の
命
で
大
高

城
へ
の
兵
粮
入
を
遂
行
、
次
い
で
包
囲
砦
の
一
つ
・
丸
根
砦
（
名
古
屋
市
緑
区
（
を

攻
略
し
、
義
元
敗
死
後
は
冷
静
な
判
断
で
撤
退
を
行
い
無
事
に
岡
崎
へ
帰
還
し
た
。

こ
れ
が
江
戸
時
代
か
ら
伝
説
的
に
讃
え
ら
れ
て
い
る
元
康
（
家
康
（
の
武
功
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
に
関
す
る
二
次
史
料
で
の
取
り
上
げ
方
が
ま
ち
ま
ち

で
、
異
説
も
存
在
す
る
た
め
大
高
城
兵
粮
入
前
後
の
状
況
を
分
か
り
に
く
く
し
て
い

る
。
ま
た
、
大
高
城
兵
粮
入
が
桶
狭
間
合
戦
の
直
前
な
の
か
、
別
年
な
の
か
と
い
う

疑
義
も
あ
る
。
定
見
を
み
な
い
の
は
、
桶
狭
間
合
戦
に
関
す
る
一
次
史
料
の
不
足
は

も
と
よ
り
、
こ
と
に
家
康
の
武
功
に
関
わ
る
事
項
の
た
め
、
二
次
史
料
に
お
け
る
武

功
の
盛
り
込
み
・
創
作
が
あ
っ
た
こ
と
も
要
因
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
よ
う
。

　

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
で
は
、国
史
跡「
大
高
城�

附�

鷲
津
砦�

丸
根
砦
」（
一
九
三
八

年
指
定
（
の
保
存
活
用
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
筆
者
も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し

て
会
議
に
参
加
し
文
献
調
査
を
行
っ
た
。
本
稿
の
目
的
は
、
ま
ず
こ
の
過
程
で
再
確

認
さ
れ
た
大
高
城
の
歴
史
を
筆
者
の
仮
説
を
交
え
て
紹
介
し
た
上
で
、
大
高
城
兵
粮

入
と
い
う
元
康
の
武
功
が
、
ど
の
よ
う
に
享
受
・
伝
世
さ
れ
、
変
質
し
た
の
か
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
、二
次
史
料
を
中
心
と
す
る
大
高
城
兵
粮
入
伝
承
の
検
証
を
行
っ
た
。

対
象
と
し
た
史
料
は
、
幕
府
編
纂
の
『
朝
野
舊
聞
褒
藁
』「
東
照
宮
事
蹟
」
第
九
～

第
十
五（

1
（

に
収
載
さ
れ
る
創
業
録
や
軍
記
等
で
あ
る
。
同
書
は
文
政
二
年（
一
八
一
九
（

起
稿
・
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
（
の
完
成
で
、
天
保
十
四
年
の
『
徳
川
実
紀
』
と

同
時
期
の
完
成
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
江
戸
幕
府
の
歴
史
認
識
に
影
響
を

与
え
た
書
誌
が
収
載
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、『
寛
永
諸
家

系
譜
傳（

2
（

』（
以
下
「
寛
永
傳
」
と
い
う
。（
及
び
『
寛
政
重
修
諸
家
譜（

3
（

』（
以
下
、「
寛

政
譜
」
と
い
う
。（
を
基
に
武
家
の
家
譜
の
検
討
を
行
っ
た
。
家
譜
と
い
っ
て
も
二

次
史
料
で
あ
る
以
上
、必
ず
し
も
正
確
に
史
実
を
反
映
し
て
い
る
わ
け
で
は
無
い
が
、

各
家
に
お
け
る
桶
狭
間
合
戦
前
後
期
の
武
功
認
識
を
探
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

最
後
に
、
大
高
城
包
囲
網
と
紹
介
さ
れ
る
機
会
が
増
え
た
氷
上
山
砦
・
正
光
山
砦

と
、
近
年
に
な
っ
て
存
在
が
提
唱
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
向
山
砦
」（
い
ず
れ
も
名
古

屋
市
緑
区
所
在
（
に
つ
い
て
、
そ
の
存
否
を
含
め
て
検
証
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
砦

群
は
、
近
年
に
な
っ
て
感
覚
的
に
桶
狭
間
合
戦
に
紐
付
け
ら
れ
た
遺
跡
で
あ
り
、
史

料
の
裏
付
け
を
持
た
な
い
。
桶
狭
間
合
戦
時
の
状
況
を
整
理
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
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砦
群
の
存
在
・
実
効
性
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。

　

な
お
、
桶
狭
間
合
戦
に
関
す
る
研
究
は
数
多
く
存
在
す
る
が
、
本
稿
で
は
先
述
の

目
的
を
第
一
義
と
す
る
た
め
、
合
戦
自
体
の
検
証
は
行
わ
な
い
。
よ
っ
て
、
紙
面
の

都
合
上
も
あ
り
、
合
戦
に
関
す
る
先
学
の
成
果
は
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
予

め
ご
了
解
願
い
た
い
。

一
　
大
高
城
史
の
再
検
証
（
桶
狭
間
合
戦
前
）

　

大
高
城
に
関
す
る
記
録
の
中
で
、
そ
の
存
在
を
示
す
最
古
の
年
紀
は
、「
寛
政
譜
」

の
水
野
貞
守
（
一
四
三
七
～
八
七
（
の
項
で
「
三
河
國
刈
屋
、
熊
村
、
大
日
、
大
高
、

常
滑
等
の
諸
士
其
手
に
屬
せ
し
か
ば
、
や
が
て
刈
屋
に
城
を
築
て
う
つ
る
。」
と
す

る
記
述
で
あ
る
。
貞
守
の
歿
年
を
「
長
亨
元
年
五
月
十
八
日
」
と
し
「
年
五
十
一
」

で
歿
し
た
と
し
て
い
る
た
め
、
貞
守
が
「
大
高
」
を
領
し
た
の
は
、
長
享
元
年

（
一
四
八
七
（
よ
り
三
十
年
く
ら
い
前
ま
で
の
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

貞
守
の
曾
孫
・
忠
政
（
一
四
九
三
～
一
五
四
三
（
の
項
で
も
「
刈
屋
小
河
大
高
の

城
に
據
て
、
そ
の
地
を
領
す
。」
と
し
、
忠
政
嫡
男
の
信
元
（
生
年
未
詳
～

一
五
七
五
（
で
は
「
父
に
継
で
小
河
、
大
高
、
半
田
、
西
川
、
刈
屋
、
西
尾
等
の
城
々

を
か
ね
た
も
ち
、」
と
あ
る
。
ま
た
、
貞
守
の
弟
と
す
る
為
善
（
生
歿
年
未
詳
・
水

野
大
膳
家
の
祖
（
の
事
績
を
記
す
「
寛
政
譜
」
に
も
「
文
明
中
よ
り
尾
張
國
大
高
城

に
住
し
、
兄
藏
人
貞
守
に
屬
す
。」
と
あ
る
た
め
、
文
明
年
間
（
一
四
六
九
～
八
七
（

に
水
野
氏
一
族
が
大
高
城
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

為
善
の
系
統
（
水
野
大
膳
家
（
が
、
貞
守
直
系
の
家
（
緒
川
水
野
家
（
に
従
属
し

て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
二
つ
の
水
野
氏
の
家
譜
に
お
い
て
、
共
に
大
高
城
領

有
を
記
す
こ
と
に
矛
盾
は
無
い
が
、
既
に
『
刈
谷
市
史
』
第
一
章（

4
（

に
お
い
て
新
行
紀

一
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
十
五
世
紀
中
頃
段
階
で
の
水
野
氏
に
よ
る
大
高
城
領
有

は
疑
わ
し
い
。
諸
記
録
の
調
査
に
よ
り
、
新
行
氏
は
水
野
氏
系
譜
に
は
改
ざ
ん
の
形

跡
が
認
め
ら
れ
る
他
、
応
仁
・
文
明
の
乱
以
降
に
お
け
る
知
多
郡
の
動
向
に
も
着
目
・

検
討
し
た
上
で
先
の
結
論
を
導
き
出
し
、
仮
に
後
世
の
作
為
と
し
な
い
と
し
て
も
、

「
寛
政
譜
」
に
お
け
る
「
大
高
」
は
、『
尾
陽
雑
記
』
に
記
さ
れ
た
「
大
高
殿
」、
す

な
わ
ち
戸
田
法
雲
が
拠
っ
た
現
・
武
豊
町
東
大
高
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
。

　
『
常
滑
市
誌（

5
（

』・『
知
多
市
史（

6
（

』・『
東
海
市
史（

7
（

』
の
見
解
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
『
宗

長
手
記
』
の
大
永
二
年
（
一
五
二
二
（
条
に
常
滑
の
「
水
野
紀
三
郎
」
の
名
を
確
認

で
き
る
た
め
、
水
野
氏
一
族
が
知
多
半
島
西
岸
に
勢
力
圏
を
広
げ
て
い
た
こ
と
は
事

実
だ
が
、
ま
だ
大
野
（
現
・
常
滑
市
（
に
佐
治
氏
、
寺
本
（
現
・
知
多
市
（
に
花
井

氏
、
木
田
（
現
・
東
海
市
（
に
荒
尾
氏
が
い
る
中
で
、
文
明
年
間
時
点
で
知
多
半
島

北
西
部
の
大
高
ま
で
、
水
野
氏
が
勢
力
を
拡
大
で
き
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　

大
高
城
に
関
す
る
あ
る
程
度
確
実
な
記
録
は
、
大
高
城
西
方
五
百
米
の
地
に
鎮
座

す
る
氷
上
姐
子
社
の
社
主
・
久
米
家
に
伝
来
し
た
久
米
家
文
書（

8
（

で
あ
る
。
永
正
六
～

七
年
（
一
五
〇
九
～
一
〇
（
に
お
け
る
本
殿
・
拝
殿
の
修
理
遷
宮
事
業
に
お
い
て
、「
大

高
城
主
花
井
備
中
守
」
が
「
大
壇
那
」
と
し
て
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
、
同
家
文
書

の
「
氷
上
社
遷
宮
祝
詞
写
」・「
氷
上
社
遷
宮
行
列
書
写
」・「
氷
上
宮
記
」・「
朝
苧
社

遷
宮
祝
詞
写
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
花
井
備
中
守
と
寺
本
花
井
氏
と
の
関
係
や
、
天
文
二
十
四
年
（
一
五
五
五
（

発
給
の
二
通
の「
織
田
信
長
判
物（

（
（

」に
み
ら
れ
る
信
長
方
の「
花
井
右
衛
門
尉
兵
衛
」・

「
花
井
三
河
守
」
と
の
関
係
は
不
明
だ
が
、「
寛
永
傳
」
及
び
「
寛
政
譜
」
巻

九
百
五
十
七
の
花
井
氏
の
項
に
も
「
先
祖
は
尾
州
大
高
の
城
に
住
す
。」
と
あ
る
よ

う
に
、
久
米
家
文
書
の
と
お
り
、
少
な
く
と
も
十
六
世
紀
初
頭
時
の
大
高
は
花
井
氏

領
だ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
水
野
氏
が
文
明
年
間
よ
り
大
高
城

を
連
綿
と
有
し
て
い
た
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。



51 名古屋城調査研究センター研究紀要　第 6号（2025 年）

　

久
米
家
文
書
の
「
氷
上
社
遷
宮
祝
詞
写（

（1
（

」
は
、天
文
十
二
年
（
一
五
四
三
（
に
「
大

高
村
城
主
水
野
大
膳
亮
家
臣
村
瀬
隼
人
」
を
「
大
願
主
」
と
し
て
、
永
正
六
年

（
一
五
〇
九
（
に
修
繕
し
た
「
正
神
殿
」
を
「
こ
け
ら
ふ
き
」
で
吹
き
替
え
、「
金
銀

瑠
璃
」
の
装
飾
を
施
し
、
拝
殿
の
修
理
、
鳥
居
の
建
立
を
行
っ
た
と
い
う
記
録
で
あ

る
。
よ
っ
て
、
永
正
六
年
か
ら
天
文
十
二
年
に
い
た
る
三
十
年
余
の
間
に
、
花
井
氏

か
ら
水
野
氏
へ
城
主
が
交
替
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
時
期
・
交
代
の
経
緯
は
明

ら
か
に
し
え
な
い
。

　

な
お
、『
知
多
郡
史
』上
巻（

（（
（

で
は
、南
北
朝
期
の
尾
張
国
守
護
・
土
岐
頼
康（
一
三
一
八

～
八
七
（
の
配
下
と
し
て
大
高
の
北
部
・
鷲
津
山
に
土
岐
氏
一
族
の
鷲
津
殿
が
い
た

と
し
、
ま
た
、
土
岐
氏
の
守
護
代
と
し
て
花
井
の
名
を
記
す
。
後
に
鷲
津
殿
は
小
川

氏
や
仁
木
義
長
と
共
に
南
朝
方
に
下
っ
た
こ
と
で
、
土
岐
頼
康
に
よ
っ
て
捕
ら
え
ら

れ
て
師
崎
（
南
知
多
町
（
へ
配
流
、
小
川
氏
は
処
刑
さ
れ
た
と
し
、
一
族
の
一
部
は

池
田
の
姓
を
称
し
て
生
き
延
び
た
と
記
す
が
、
史
料
根
拠
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　

な
お
、『
太
平
記
』
第
三
十
五
巻（

（1
（

の
「
尾
張
小
河
土
岐
東
池
田
等
の
事
」
に
は
「
小

河
兵
部
丞
」
と
「
土
岐
東
池
田
」
が
仁
木
に
同
心
し
て
「
小
河
の
庄
の
城
」
に
立
て

籠
も
り
「
土
岐
宮
内
少
輔
」
に
攻
め
落
さ
れ
た
話
が
あ
る
。
小
河
は
斬
首
さ
れ
、
東

池
田
は
一
族
ゆ
え
に
助
命
さ
れ
て
「
尾
張
の
番
頭
崎
」
へ
流
さ
れ
た
と
す
る
。
こ
の

「
番
頭
崎
」
に
「
は
ず
が
さ
き
」
の
振
り
仮
名
が
あ
る
た
め
、
師
崎
と
ほ
ぼ
同
地
区

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
『
尾
陽
雑
記
』
巻
之
三（

（1
（

に
掲
載
さ
れ
た
「
水
野
姓
系
譜
」
の

「
下
野
又
次
郎　

或
中
務
丞
」
と
い
う
人
物
の
経
歴
に
よ
り
詳
細
な
記
述
が
あ
り
、

共
通
し
て
伝
承
さ
れ
た
逸
話
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。『
太
平
記
』・『
尾
陽
雑
記
』

の
話
と
『
知
多
郡
史
』
の
話
は
類
似
点
が
多
い
た
め
、『
知
多
郡
史
』
の
話
の
出
典

は
検
討
を
要
す
る
。

　

久
米
家
文
書
の
製
作
年
未
詳
「
久
目
五
十
代
嗣
子
後
裔
系
譜（

（1
（

」
に
あ
る
久
米
清
長

（
一
五
〇
〇
～
六
〇
（
の
事
績
に
「
駿
州
今
川
義
元
於
二
桶
峡
ニ

一
与
二
信
長
公
一
合
戦

之
時
、
清
長
籠
二
于
大
高
城
ニ
一
竟
於
二
子
蔵
池
一
討
死
」
と
す
る
記
載
が
あ
る
。
大
高

城
が
今
川
方
と
な
っ
た
後
、
久
米
氏
は
今
川
方
と
し
て
大
高
城
に
入
り
、「
子
蔵
池
」

で
討
死
し
た
と
す
る
。
久
米
氏
は
氷
上
姐
子
社
の
神
領
を
預
か
る
立
場
か
ら
、
大
高

城
主
が
代
わ
っ
て
も
、
そ
の
時
々
の
城
主
に
従
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

久
米
清
長
の
嫡
男
・
忠
長
（
生
歿
年
未
詳
（
に
次
い
で
久
米
氏
の
名
跡
を
継
い
だ

清
長
二
男
の
正
長
（
一
五
六
一
～
歿
年
未
詳
（
の
段
階
で
は
「
為
二
武
権
一
家
領
散

田
シ
爾
以
還
、
家
事
極
テ
貧
弊
也
」
と
あ
り
、
今
川
方
に
与
し
た
影
響
か
、
氷
川
姐

子
社
領
は
荒
れ
て
困
窮
し
た
状
態
に
陥
っ
た
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。
そ
の
後
、
慶
長

十
三
年
（
一
六
〇
八
（
に
至
っ
て
伊
奈
備
前
守
を
通
じ
て
徳
川
家
康
に
よ
る
「
八
反

歩
」
の
神
領
寄
附
を
得
て
再
興
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
正
長
の
嫡
男
・
種
長

（
一
五
九
一
～
歿
年
未
詳
（
の
母
を
「
大
高
城
主
水
野
大
膳
亮
孫
娘
」
と
し
て
お
り
、

こ
れ
を
桶
狭
間
合
戦
後
に
再
び
大
高
城
主
と
な
っ
た
水
野
大
膳
家
と
新
た
に
縁
を
結

ん
だ
と
解
釈
す
る
。

　
「
寛
永
傳
」
及
び
「
寛
政
譜
」
に
お
け
る
野
々
山
政
兼
の
項
に
、
天
文
十
七
年

（
一
五
四
八
（
時
点
で
今
川
方
の
野
々
山
に
よ
る
大
高
城
攻
略
の
記
事
が
あ
る
た
め
、

一
時
、
大
高
城
は
今
川
方
に
占
拠
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
三
河
衆
と
協
働

し
て
攻
略
す
る
予
定
だ
っ
た
と
こ
ろ
を
、
野
々
山
が
抜
け
駆
け
し
た
こ
と
で
三
河
衆

の
怒
り
を
買
い
、
反
撃
を
受
け
た
際
に
三
河
衆
は
援
軍
を
出
さ
ず
、
野
々
山
は
討
死

し
て
大
高
城
は
織
田
方
に
奪
還
さ
れ
た
と
い
う
。

　

家
康
の
生
母
で
緒
川
水
野
氏
出
身
の
於
大
の
方
（
一
五
二
八
～
一
六
〇
二
（
が
、

松
平
広
忠
（
一
五
二
六
～
四
九
（
に
離
縁
さ
れ
た
の
は
天
文
十
二
年
（
一
五
四
三
（

で
あ
り
、
離
縁
の
理
由
が
於
大
の
兄
・
水
野
信
元
（
生
年
未
詳
～
一
五
七
五
（
が
今

川
方
よ
り
織
田
方
に
転
じ
た
こ
と
で
あ
る
た
め
、
同
十
七
年
に
今
川
方
に
よ
る
大
高
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城
攻
撃
は
時
期
的
に
み
て
お
か
し
く
は
な
い
。

　

織
田
信
秀
方
だ
っ
た
鳴
海
城
の
山
口
左
馬
助
・
九
郎
二
郎
父
子
が
今
川
方
に
転
じ

た
の
は
、『
信
長
公
記
』
首
巻（

（1
（

に
よ
れ
ば
、
天
文
二
十
二
年
（
一
五
五
三
（
で
あ
る
。

こ
の
時
、
笠
寺
砦
（
名
古
屋
市
南
区
（
を
築
い
て
今
川
方
の
武
将
を
入
れ
、
鳴
海
城

に
は
九
郎
二
郎
、
中
村
砦
（
名
古
屋
市
南
区
（
に
は
左
馬
助
が
立
て
籠
っ
た
。

　

家
督
を
継
い
だ
ば
か
り
の
信
長
が
、
山
口
氏
討
伐
に
兵
を
挙
げ
、
三
の
山
（
三
王

山
（・
赤
塚
（
共
に
名
古
屋
市
緑
区
（
で
合
戦
と
な
る
が
、
勝
敗
は
つ
か
ず
相
応
の

被
害
を
出
し
て
撤
退
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
松
葉
城
・
深
田
城
（
共
に
大
治
町
（・

清
須
城
（
清
須
市
（・
村
木
砦
（
東
浦
町
（・
寺
本
城
（
知
多
市
（
等
で
の
攻
防
、
稲

生
合
戦
（
名
古
屋
市
西
区
（
等
が
続
い
た
た
め
、
山
口
氏
対
応
は
膠
着
状
態
と
な
ら

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　

以
降
、
桶
狭
間
合
戦
ま

で
の
七
年
間
の
内
で
、
山

口
氏
が
大
高
城
・
沓
掛
城

（
豊
明
市
（
も
「
調
略
」

に
よ
っ
て
「
乗
取
」
っ
た

と
す
る
。
そ
し
て
、
今
川

方
勢
力
が
大
高
城
に
入

り
、
朝
比
奈
筑
前
守（

（1
（

や
鵜

殿
長
持（

（1
（

が
今
川
方
の
城
代

と
し
て
順
次
大
高
城
に
着

任
し
た
。

　

大
高
城
が
鳴
海
の
山
口
氏
に
よ
っ
て
「
調
略
」
さ
れ
た
時
期
の
記
録
は
無
い
が
、

お
そ
ら
く
天
文
末
年
か
ら
弘
治
元
年
（
一
五
五
五
（
ま
で
の
間
で
は
な
い
か
と
推
察

す
る
。
あ
く
ま
で
も
傍
証
だ
が
、『
松
平
記
』
一（

（1
（

や
「
武
徳
編
年
集
成
」・「
三
岡
記
」

及
び
、「
寛
永
傳
」・「
寛
政
譜
」
の
阿
倍
忠
政
・
大
久
保
忠
員
・
忠
世
・
忠
佐
・
忠
勝
、

「
寛
政
譜
」
の
鈴
木
重
政
・
鈴
木
忠
澄
・
杉
浦
吉
貞
・
松
平
郷
松
平
親
長
・
杉
浦
吉

貞
ら
三
河
衆
の
事
績
と
し
て
記
さ
れ
る
弘
治
元
年
の
蟹
江
城
攻
め
を
一
つ
の
根
拠
と

し
て
提
示
し
た
い
。

　

当
時
織
田
方
勢
力
圏
だ
っ
た
熱
田
地
区
よ
り
西
方
へ
の
進
軍
は
、
渡
海
以
外
で
は

不
可
能
で
あ
る
。『
信
長
公
記
』
で
は
「
二
の
江
」（
弥
富
町
（
の
「
坊
主
、
服
部
左

京
進
」
は
信
長
の
手
に
属
さ
ず
、
桶
狭
間
合
戦
時
に
お
い
て
も
「
舟
千
艘
ば
か
り
」

を
出
し
、
今
川
方
と
し
て
海
上
で
牽
制
、
大
高
城
下
の
「
黒
末
川
口
迄
乗
入
れ
」
て

い
た
。

　
『
朝
野
舊
聞
褒
藁
』
所
載
の
「
貞
享
書
上
」
に
お
け
る
「
大
橋
新
三
郎
」
の
項
で
は
、

蟹
江
城
攻
め
の
時
期
を
「
八
月
三
日
」、蟹
江
城
主
を
「
武
衛
の
聟
織
田
民
部
」
と
し
、

「
上
方
の
諸
兵
」
も
「
楯
篭
」
っ
た
と
す
る
。
こ
こ
ま
で
詳
述
し
た
記
録
は
他
に
は

無
く
、「
織
田
民
部
」
な
る
人
物
も
織
田
家
の
系
譜
で
確
認
で
き
な
い
た
め
、
こ
れ

を
事
実
と
す
る
か
の
検
証
は
必
要
だ
が
、
地
理
的
に
み
れ
ば
服
部
氏
が
織
田
一
族
と

敵
対
関
係
に
な
っ
た
と
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

　

三
河
衆
が
蟹
江
城
を
攻
め
る
こ
と
は
、
今
川
氏
に
よ
る
服
部
氏
へ
の
後
援
と
み
る

の
が
自
然
で
、
そ
の
蟹
江
城
へ
兵
を
送
り
込
む
に
は
、
大
高
城
周
囲
が
安
全
圏
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
逆
に
言
え
ば
、
大
高
城
を
今
川
方
が
領
し
た
こ
と
で
、
蟹
江
城

攻
撃
が
可
能
と
な
っ
た
と
も
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
よ
っ
て
、
弘
治
元
年

（
一
五
五
五
（
ま
で
に
は
大
高
城
は
今
川
方
の
手
に
属
し
て
い
た
と
推
測
す
る
次
第

で
あ
る
。

図 1　本稿関連地名
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そ
の
後
の
大
高
城
が
一
次
史
料
に
現
れ
る
の
は
、
永
祿
三
年
（
一
五
六
〇
（
の
桶

狭
間
合
戦
前
後
期
で
、
次
の
六
通
の
史
料
が
遺
る
。
①
永
禄
二
年
（
一
五
五
九
（
八

月
二
十
一
日
付
で
今
川
義
元
が
朝
比
奈
筑
前
守
に
大
高
城
へ
の
在
城
を
命
じ
た
判

物（
（1
（

、
②
同
年
十
月
二
十
三
日
付
で
今
川
義
元
が
奥
平
監
物（

11
（

及
び
、
③
菅
沼
久
助（

1（
（

に
与

え
た
十
月
十
九
日
の
大
高
城
へ
の
兵
粮
入
れ
武
功
に
対
す
る
感
状
、④
（
永
禄
三
年
（

六
月
十
二
日
付
で
今
川
氏
真
が
鵜
殿
十
郎
三
郎
に
与
え
た
同
二
年
十
一
月
十
九
日
及

び
同
三
年
五
月
十
九
日
の
「
大
高
口
両
度
合
戦
」
に
対
す
る
感
状（

11
（

で
、
そ
の
他
、
合

戦
後
に
今
川
氏
真
が
岡
部
五
郎
兵
衛
尉
の
鳴
海
城
で
の
功
績
を
讃
え
た
⑤
永
禄
三
年

六
月
八
日
付
及
び
、
⑥
同
年
九
月
一
日
付
の
二
通
の
判
物（

11
（

に
も
、
大
高
城
と
沓
掛
城

が
「
相
捨
」・「
自
落
」
に
な
っ
た
旨
の
文
言
が
み
え
る
。

　

松
平
元
康
が
兵
粮
入
を
行
っ
た
こ
と
を
証
す
る
一
次
史
料
は
存
在
し
な
い
も
の

の
、
先
の
三
通
の
感
状
（
②
・
③
・
④
（
に
よ
り
、
永
禄
二
年
十
月
十
九
日
に
奥
平
・

菅
沼
両
氏
に
よ
る
兵
粮
入
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
確
か
め
ら
れ
る
。
鵜
殿
に
対
す
る
感

状
の
「
十
一
月
十
九
日
」
は
、
お
そ
ら
く
奥
平
・
菅
沼
両
氏
に
よ
る
兵
粮
入
時
の
書

き
間
違
い
と
思
わ
れ
る
が
、
別
個
の
合
戦
だ
っ
た
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
。
少
な

く
と
も
兵
粮
入
時
に
合
戦
が
あ
っ
た
わ
け
で
、
兵
粮
入
が
危
険
を
伴
う
作
業
だ
っ
た

事
実
は
読
み
取
れ
る
。こ
の
大
高
城
兵
粮
入
に
関
し
て
は
三
章
で
詳
し
く
検
証
す
る
。

二
　
大
高
城
史
の
再
検
証
（
桶
狭
間
合
戦
後
）

　

桶
狭
間
合
戦
後
に
松
平
元
康
が
大
高
城
を
放
棄
し
て
撤
退
し
た
後
は
、
水
野
大
膳

家
が
大
高
城
を
領
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
寛
政
譜
」
の
水
野
正
長
の
項
で
は
「
織

田
右
府
に
つ
か
へ
、
右
府
こ
と
あ
る
の
ゝ
ち
東
照
宮
に
つ
か
へ
た
て
ま
つ
り
、
尾
張

國
大
高
の
城
に
あ
り
。
慶
長
五
年
關
原
の
役
に
供
奉
し
、
創
を
か
う
ぶ
り
、
の
ち
其

創
愈
ず
し
て
死
す
。」
と
あ
る
。

　

永
禄
十
年
八
月
十
八
日
に
里
村
紹
巴
が
大
高
城
の
「
水
野
防
州
」
に
招
か
れ
た
こ

と
が
『
紹
巴
富
士
見
道
記（

11
（

』
に
見
ら
れ
、
大
高
城
を
「
名
城
」・「
城
は
松
風
の
里
、

麓
は
呼
続
の
浜
な
り
。」
と
描
写
し
て
い
る
。
ま
た
、「
水
野
防
州
」
を
、「
水
野
周

防
守
元
氏
は
大
髙
大
膳
介
事
と
そ　

元
氏
聟
［
水
野
左
近�

髙
木
主
水
］」
と
す
る
が
、

こ
の
元
氏
な
る
人
物
は
「
寛
永
傳
」・「
寛
政
譜
」
で
は
確
認
で
き
な
い
。
し
か
し
、「
大

膳
介
」
と
称
し
て
い
る
た
め
、「
水
野
防
州
」
は
水
野
正
長
本
人
、
ま
た
は
正
長
に

近
い
人
物
と
推
察
す
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
永
禄
十
年
に
大
高
城
に
水
野
「
大
膳
介
」
が
い
た
こ
と
は
確
か

で
あ
り
、
氷
川
姐
子
社
主
・
久
米
正
長
の
妻
を
「
大
高
城
主
水
野
大
膳
亮
」
の
「
孫

娘
」
と
す
る
記
述
や
、
後
世
の
地
誌
で
あ
る
「
尾
州
知
多
郡
覚
書
帳（

11
（

」
で
大
高
城
は

「
水
野
大
膳
居
城
」、『
尾
陽
雑
記
』
巻
之
三
で
「
水
野
大
膳
介
居
城
」、『
尾
張
徇
行

記（
11
（

』
で
「
大
高
ノ
城
主
水
野
大
膳
大
輔
」
と
す
る
記
述
と
も
符
合
す
る
。

　

す
で
に
『
刈
谷
市
史
』
第
一
章
で
新
行
紀
一
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
水
野
大
膳
家

（
新
行
氏
は
「
大
高
家
」
と
称
す
。（
の
系
図
は
安
定
し
な
い
た
め
、
記
述
全
て
を
信

じ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、「
寛
政
譜
」
に
よ
る
水
野
大
膳
家
の
系
譜
で
は
、
大

高
城
を
領
し
た
四
代
正
長
は
家
康
に
仕
え
、
関
ヶ
原
合
戦
で
受
け
た
傷
が
治
癒
す
る

こ
と
な
く
亡
く
な
っ
た
と
す
る
の
は
事
実
と
み
な
せ
よ
う
か
。

　

な
お
、『
張
州
雑
志
』
巻
第
二（

11
（

に
記
載
さ
れ
た
大
高
城
に
隣
接
す
る
水
野
大
膳
家

の
菩
提
寺
・
春
江
院
の
来
歴
に
は
注
意
を
要
す
る
。
春
江
院
は
緒
川
水
野
家
の
忠
政

の
弟
で
、「
大
膳
」・「
和
泉
守
」
と
称
し
た
忠
氏
を
開
基
と
し
て
、
忠
氏
が
歿
し
た

弘
治
二
年
（
一
五
五
六
（
に
、
忠
氏
の
法
号
「
春
江
全
芳
」
を
寺
名
と
し
て
建
立
さ

れ
た
寺
と
す
る
。
水
野
忠
氏
も
ま
た
「
寛
永
傳
」・「
寛
政
譜
」
に
見
え
な
い
名
で
あ

る
。

　

創
建
を
弘
治
二
年
と
す
る
な
ら
ば
、
前
年
に
行
わ
れ
た
蟹
江
城
攻
め
時
点
で
は
ま
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だ
、
大
高
城
に
は
水
野
大
膳
家
が
い
た
こ
と
に
な
る
。
水
野
氏
と
今
川
氏
が
敵
対
関

係
に
無
か
っ
た
こ
と
を
証
す
る
史
料
と
し
て
、「
別
本
士
林
証
文
」
所
収
の
年
次
未

詳
「
水
野
十
郎
左
衛
門
尉
宛�

今
川
義
元
書
状
写（

11
（

」
が
引
用
さ
れ
る
が
、宛
先
の
「
水

野
十
郎
左
衛
門
尉
」
を
緒
川
水
野
家
の
信
元
に
比
定
し
た
五
十
嵐
正
也
氏
の
研
究（

11
（

に

よ
り
、
こ
の
文
書
の
発
給
年
は
天
文
二
十
～
二
十
二
年
（
一
五
五
一
～
五
三
（
と
推

定
さ
れ
て
い
る
。

　

天
文
二
十
三
年
（
一
五
五
四
（
正
月
に
、
水
野
氏
の
居
城
・
緒
川
城
攻
略
を
目
的

と
し
て
築
か
れ
た
今
川
方
の
村
木
砦
攻
め
が
あ
る
た
め
、
同
年
以
降
の
水
野
氏
は
桶

狭
間
合
戦
に
至
る
ま
で
今
川
氏
と
敵
対
関
係
が
続
い
た
は
ず
で
あ
る
。
水
野
大
膳
家

も
ま
た
緒
川
水
野
家
と
行
動
を
共
に
し
た
思
わ
れ
る
た
め
、
大
高
城
に
敵
方
の
水
野

大
膳
家
が
い
た
状
態
で
、
今
川
方
が
蟹
江
城
へ
三
河
衆
を
派
兵
で
き
た
と
は
考
え
ら

れ
な
い
。

　

弘
治
元
年
に
大
高
城
が
今
川
方
の
手
に
帰
し
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
翌
年

の
弘
治
二
年
時
に
水
野
大
膳
家
の
菩
提
寺
を
大
高
城
に
隣
接
し
て
創
建
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
た
と
え
建
立
で
き
た
と
し
て
も
、
そ
の
後
の
大
高
城
は
今
川
方
の
手
に

落
ち
た
こ
と
は
事
実
の
た
め
、
今
川
氏
占
領
下
で
水
野
氏
の
菩
提
寺
と
し
て
寺
地
を

維
持
で
き
た
と
も
考
え
ら
れ
な
い
。
仮
に
春
江
院
の
創
建
が
弘
治
二
年
だ
っ
た
と
し

て
も
、
別
地
で
の
創
建
で
あ
る
こ
と
も
想
定
す
べ
き
だ
ろ
う
。
春
江
院
は
桶
狭
間
合

戦
後
に
大
高
城
主
に
な
っ
た
四
代
正
長
時
に
城
地
と
接
す
る
場
所
に
建
て
ら
れ
た
と

推
測
す
る
。

　

四
代
正
長
の
跡
を
継
い
だ
五
代
正
春
（
正
忠（

11
（

（
は
、
二
代
将
軍
秀
忠
の
下
で
御
書

院
番
を
勤
め
、父
の
遺
領
三
千
五
百
石
を
継
い
だ
。
天
正
十
一
～
十
三
年（
一
五
八
三

～
八
五
（
頃
の
「
織
田
信
雄
分
限
帳（

1（
（

」
で
も
四
代
正
長
と
推
定
さ
れ
る
「
水
野
大
膳
」

の
領
地
は
千
八
百
貫
文
と
さ
れ
て
お
り
、
一
貫
を
二
石
と
す
る
換
算
値
に
照
ら
せ
ば

「
寛
政
譜
」
の
石
高
と
近
似
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
五
代
正
春
（
正
忠
（
は
秀
忠
の
「
御
勘
氣
」
を
蒙
っ
て
領
知
没
収
と
な

る
。
六
代
正
行
（
正
蔵
（
は
父
と
同
じ
く
秀
忠
の
御
小
性
組
と
し
て
仕
え
、
父
と
は

別
に
廩
米
三
百
俵
を
賜
っ
て
い
た
が
、
父
に
連
座
し
て
廩
米
を
没
収
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。
し
か
し
、
時
期
不
明
だ
が
六
代
正
行
（
正
蔵
（
は
家
名
を
許
さ
れ
て
再
び
御
小

性
組
に
復
帰
し
、
廩
米
も
元
に
戻
さ
れ
て
後
に
五
百
俵
に
加
増
さ
れ
て
い
る
。「
寛

政
譜
」
で
は
、六
代
正
行
（
正
蔵
（
の
歿
年
を
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
（
四
月
八
日
、

七
代
正
行
（
正
幸
（
の
歿
年
を
承
応
二
年
（
一
六
五
四
（
五
月
十
一
日
と
す
る
。

　

こ
の
五
代
正
春
（
正
忠
（
改
易
の
記
事
は
、『
台
徳
院
殿
御
實
紀
』
巻
廿
六（

11
（

の
慶

長
十
九
年
（
一
六
一
四
（
四
月
十
一
日
条
に
「
駿
府
記
」
を
出
典
と
す
る
記
述
が
あ

り
、
こ
の
日
に
五
代
正
春
（
正
忠
（
が
歿
し
た
と
し
て
、
水
野
大
膳
家
改
易
の
い
き

さ
つ
が
記
さ
れ
て
い
る
。
五
代
正
春
（
正
忠
（
の
領
地
は
「
寛
政
譜
」
の
数
値
と
は

若
干
異
な
る
三
千
三
百
石
と
す
る
。

　

秀
忠
の
「
御
勘
氣
」
を
蒙
っ
た
理
由
は
、「
直
日
を
怠
り
」、
す
な
わ
ち
勤
務
す
る

日
を
懈
怠
し
た
と
い
う
意
味
だ
ろ
う
か
、
こ
の
理
由
に
よ
っ
て
秀
忠
の
不
興
を
買
っ

た
の
み
な
ら
ず
、「
御
ゆ
る
し
な
く
し
て
死
し
け
れ
ば
」、
す
な
わ
ち
秀
忠
の
許
し
な

く
自
死
し
た
こ
と
で
、
さ
ら
に
怒
り
を
買
っ
て
領
知
没
収
と
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の

記
述
が
正
し
け
れ
ば
、
水
野
大
膳
家
が
大
高
城
を
失
う
の
は
慶
長
十
九
年
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
桶
狭
間
合
戦
後
も
大
高
城
は
織
田
・
豊
臣
政
権
下

か
ら
徳
川
政
権
下
に
至
る
ま
で
三
千
三
～
五
百
石
程
度
の
小
名
・
水
野
大
膳
家
の
居

城
と
し
て
存
続
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、
現
況
の
遺
構
は
桶
狭
間
合
戦
時
の
姿
で
は

な
く
、
合
戦
後
半
世
紀
に
わ
た
る
水
野
大
膳
家
の
居
城
と
し
て
整
備
・
利
用
さ
れ
た

後
の
姿
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。本
丸
と
二
之
丸
を
画
す
る
堀
の
発
掘
調
査
で
も
、

薬
研
堀
か
ら
箱
堀
へ
改
修
し
た
痕
跡
が
発
見
さ
れ（

11
（

、
桶
狭
間
合
戦
時
以
降
の
利
用
の
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経
緯
が
一
部
だ
が
判
明
し
て
い
る
。

　
『
尾
張
國
知
多
郡
誌（

11
（

』
に
お
け
る
「
尾
陽
錦
」・「
大
高
村
舊
記
」
を
出
典
と
す
る

記
事
で
は
、
城
跡
の
一
画
に
尾
張
藩
重
臣
・
志
水
氏
が
屋
敷
を
構
え
た
の
を
元
和
二

年
（
一
六
一
六
（
と
し
て
お
り
、
水
野
大
膳
家
改
易
が
慶
長
十
九
年
な
ら
ば
時
期
的

に
は
符
合
す
る
。
水
野
大
膳
家
領
は
尾
張
徳
川
家
領
に
組
み
入
れ
ら
れ
、
城
地
は
遺

さ
れ
た
も
の
の
、
城
地
を
引
き
継
い
だ
志
水
家
は
利
用
を
一
画
に
留
め
た
こ
と
で
、

大
高
城
は
実
質
的
に
は
慶
長
十
九
年
を
も
っ
て
廃
城
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ち
な

み
に
同
書
で
は
志
水
邸
の
廃
絶
を
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
（
と
す
る
。

　
『
台
徳
院
殿
御
實
紀
』
の
内
容
で
は
、「
御
勘
氣
」
を
蒙
っ
た
五
代
正
春
（
正
忠
（

は
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
（
四
月
十
一
日
に
自
死
し
た
と
す
る
。
し
か
し
余
談
だ

が
、
旗
本
・
水
野
大
膳
家
の
菩
提
寺
・
曹
洞
宗
長
泉
寺
（
東
京
都
文
京
区
本
郷
（
に

遺
る
墓
石
銘
（
図
版
1
（
で
は
、「
泰
運
院
殿
興
山
永
立
居
士
」
こ
と
「
水
埜
大
膳

正
忠
」
の
歿
年
は
「
元
和
四
戌
午
十
一
月
十
一
日
」
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ

の
墓
は
「
覺
禪
院
殿
實
傳
玄
参
居
士
」
こ
と
「
水
埜
九
右
衛
門
正
蔵
」、「
顕
忠
院
殿

實
相
善
心
居
士
」
こ
と
「
水
埜
佐
太
夫
正
幸
」
の
合
葬
墓
と
し
て
、
寛
政
三
年

（
一
七
九
一
（
九
月
に
十
三
代
正
恭
が
再
建
し
た
後
墓
で
あ
っ
て
当
初
墓
で
は
な
い
。

　

同
墓
に
刻
ま
れ
た
六
代
正
行
（
正
蔵
（
の
歿
年
は
「
寛
永
七
年
午
年
四
月
八
日
」、

七
代
正
行
（
正
幸
（
の
歿
年
は
「
承
應
二
癸
巳
年
五
月
十
二
日
」
と
し
て
お
り
、
七

代
正
行
（
正
幸
（
の
歿
日
が
一
日
違
う
も
の
の
、「
寛
政
譜
」
記
載
の
歿
年
と
ほ
ぼ

一
致
し
て
い
る
。
家
伝
に
よ
る
歿
年
に
違
い
は
無
い
と
考
え
る
も
の
の
、「
寛
永
傳
」

で
の
五
代
正
春
（
正
忠
（
歿
年
は
、『
台
徳
院
殿
御
實
紀
』
の
記
述
通
り
慶
長
十
九

年
四
月
十
一
日
で
あ
る
た
め
、
長
泉
寺
墓
石
の
歿
年
銘
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
検
討

を
要
す
る
。

　

な
お
、
水
野
大
膳
家
の
墓
所
は
整
理
さ
れ
、
こ
の
合
葬
墓
の
他
に
「
水
野
家
先
祖

累
代
之
墓
」
と
す
る

累
代
墓
が
遺
る
の
み

で
あ
る
。
も
う
一
基

は
、
明
治
四
十
年

（
一
九
〇
七
（・
大
正

十
年
（
一
九
二
一
（

に
亡
く
な
っ
た
同
家

末
裔
当
主
の
合
葬
墓

と
し
て
用
い
た
後
に

累
代
墓
と
し
て
い
る
が
、「
多
賀
角
左
衛
門
娘
水
野
九
右
衛
門
母
享
年
八
十
三
歿　

哀
子　

水
野
正
長
建
」
の
元
銘
が
遺
さ
れ
て
い
る
。
元
は
八
代
雅
房
（
一
六
二
四
～

九
一
（
の
室
の
墓
で
、雅
房
の
二
男
の
十
代
政
長
（
一
六
八
二
～
一
七
四
二
（
に
よ
っ

て
建
立
さ
れ
た
こ
と
は
判
る
が
、
歿
年
の
記
載
は
無
い
。

　

以
降
の
水
野
大
膳
家
は
、
十
代
政
長
時
の
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
（
七
月
二
十
六

日
に
、
廩
米
を
改
め
下
野
国
都
賀
郡
内
に
お
い
て
五
百
石
を
拝
領
し
、
以
後
五
百
石

知
行
の
旗
本
と
し
て
近
代
以
降
も
家
名
は
存
続
し
た
。

三
　
大
高
城
兵
粮
入
記
録
の
検
証

　

松
平
元
康
に
よ
る
大
高
城
兵
粮
入
に
つ
い
て
は
、江
戸
幕
府
正
式
記
録
で
あ
る『
東

照
宮
御
實
紀
』
で
は
本
編
巻
二
と
附
録
巻
一
の
二
箇
所
に
記
載
が
あ
る（

11
（

。
い
ず
れ
も

兵
粮
入
の
時
期
は
、
元
康
十
八
歳
時
の
永
禄
二
年
（
一
五
五
九
（
の
こ
と
と
す
る
。

二
つ
の
記
録
を
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
経
緯
と
な
る
。

　

①�

永
禄
二
年
頃
、
織
田
信
長
が
鳴
海
近
辺
に
砦
を
設
け
た
こ
と
で
、
今
川
義
元
の

怒
り
を
買
い
、
大
高
城
に
今
川
一
族
の
「
鵜
殿
長
助
長
持
」
を
配
置
す
る
。 図版 1　�長泉寺水野大膳家墓所�

左側が水野正春合葬墓
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②�
織
田
軍
が
大
高
城
に
せ
ま
り
城
内
の
兵
粮
が
欠
乏
す
る
。
今
川
方
の
他
の
武
将

が
尻
込
み
す
る
中
、
十
八
歳
の
松
平
元
康
が
、
永
禄
二
年
四
月
九
日
に
兵
粮
入

を
成
功
さ
せ
る
。

　

③�

大
高
城
兵
粮
入
に
あ
た
り
、
寺
部
・
拳
母
・
廣
瀬
の
三
城
を
攻
め
る
体
を
装
い
、

鷲
津
砦
・
丸
根
砦
の
兵
を
お
び
き
出
し
、
そ
の
隙
に
大
高
城
へ
兵
粮
入
を
行
っ

た
と
す
る
異
説
が
あ
る
。
松
平
親
俊
・
酒
井
正
親
・
石
川
数
正
を
先
鋒
と
し
て

寺
部
城
を
攻
め
、
元
康
は
千
二
百
駄
を
用
意
し
て
大
高
城
へ
運
び
込
む
。

　

④
大
高
城
兵
粮
入
は
今
川
義
元
よ
り
「
第
一
の
御
若
年
の
御
美
譽
」
と
さ
れ
る
。

　

⑤
永
禄
三
年
、
今
川
義
元
、
四
万
の
大
軍
で
尾
州
へ
侵
攻
す
る
。

　

⑥�

松
平
元
康
、「
先
隊
」
と
し
て
供
奉
し
、
丸
根
砦
を
攻
め
落
す
。
鷲
津
砦
は
駿

河
勢
が
攻
め
落
す
。

　

⑦
今
川
義
元
、
鵜
殿
に
代
え
て
元
康
に
大
高
城
を
任
せ
る
。

　

⑧
今
川
義
元
、
桶
狭
間
で
討
死
し
、
今
川
勢
壊
滅
す
る
。

　

⑨�

大
高
城
の
元
康
の
下
へ
、
水
野
信
元
よ
り
浅
井
六
之
助
が
使
者
と
し
て
遣
わ
さ

れ
、
今
川
義
元
討
死
の
報
を
も
た
ら
す
。
水
野
は
大
高
城
退
去
を
勧
め
る
。
元

康
、
現
時
点
で
は
織
田
方
で
あ
る
水
野
の
報
告
を
疑
い
、
大
高
城
二
之
丸
よ
り

本
丸
へ
移
っ
て
、「
守
禦
の
備
」
を
と
る
。

　

⑩�

岡
崎
の
鳥
居
忠
吉
よ
り
今
川
義
元
の
討
死
、
岡
崎
城
は
守
将
が
退
い
た
旨
が
伝

え
ら
れ
た
こ
と
で
、
そ
の
夜
、
月
の
出
を
待
っ
て
大
高
城
を
退
去
す
る
。
浅
井

六
之
助
を
嚮
導
と
し
、
上
下
三
十
人
ば
か
り
を
従
え
、
道
々
の
一
揆
勢
を
追
い

払
い
、
池
鯉
鮒
を
経
由
し
て
岡
崎
へ
向
か
う
。

　

⑪
永
禄
三
年
五
月
二
十
三
日
、
元
康
、
岡
崎
城
へ
十
七
年
ぶ
り
に
入
城
す
る
。

　

以
上
の
整
理
を
み
る
限
り
、
江
戸
幕
府
の
公
式
見
解
と
し
て
は
、
元
康
の
大
高
城

入
城
は
、
桶
狭
間
合
戦
前
日
と
永
禄
二
年
四
月
九
日
の
二
回
と
数
え
て
お
り
、
元
康

の
武
功
と
す
る
「
大
高
兵
粮
入
」
は
、
初
回
の
永
禄
二
年
の
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

二
次
史
料
の
中
で
比
較
的
早
く
十
七
世
紀
初
頭
の
寛
永
初
年
頃
に
成
立
し
た
『
三

河
物
語（

11
（

』
で
は
、「
大
高
之
兵
粮
入
」
と
桶
狭
間
合
戦
前
夜
の
大
高
城
入
を
別
と
す

る
見
解
は
同
じ
だ
が
、
初
回
の
入
城
を
家
康
十
七
歳
時
の
永
禄
元
年
と
す
る
点
が
異

な
る
。
そ
の
他
諸
書
に
お
い
て
も
二
度
の
入
城
を
記
述
す
る
が
、
初
回
の
入
城
を
永

禄
元
年
と
す
る
の
は
大
久
保
忠
教
著
の
『
三
河
物
語
』
の
み
で
あ
る
。

　
『
三
河
物
語
』
が
「
御
一
大
事
」
と
し
て
評
価
す
る
の
は
、
初
回
の
兵
粮
入
に
あ

た
り
元
康
が
決
断
し
た
行
為
で
あ
る
。
元
康
は
兵
粮
入
を
行
う
に
あ
た
り
、
鳥
井
四

郎
左
衛
門
尉
・
杉
浦
藤
次
郎
・
内
藤
甚
五
左
衛
門
尉
・
内
藤
四
郎
左
衛
門
尉
・
石
河

十
郎
左
衛
門
尉
・
杉
浦
八
郎
五
郎
を
「
物
見
」
に
出
し
て
報
告
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
敵

方
の
守
り
が
固
い
こ
と
を
み
て
、
皆
が
兵
粮
入
の
断
念
を
進
言
す
る
中
、
ひ
と
り
杉

浦
八
郎
五
郎
の
み
が
決
行
を
主
張
す
る
。
そ
の
真
意
を
訪
ね
た
と
こ
ろ
、
敵
方
は
軍

勢
を
山
の
上
に
引
き
上
げ
て
お
り
、
こ
れ
は
戦
を
す
る
意
思
が
無
い
と
喝
破
す
る
。

こ
の
杉
浦
の
意
見
を
聞
い
て
元
康
は
決
行
を
決
断
し
て
、
見
事
大
高
城
へ
の
兵
粮
入

を
成
功
さ
せ
た
と
い
う
筋
立
て
で
あ
る
。
こ
の
逸
話
は
、
他
の
多
く
の
書
誌
が
採
用

し
て
い
る
が
、『
東
照
宮
御
實
紀
』
で
の
記
載
は
無
い
。

　
『
東
照
宮
御
實
紀
』
で
は
こ
の
杉
浦
の
献
言
に
代
わ
り
、「
異
説
」
と
断
り
つ
つ
③

の
寺
部
・
拳
母
・
廣
瀬
三
城
攻
め
を
元
康
の
武
功
に
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
武
功
は
、

大
高
城
を
牽
制
す
る
鷲
津
砦
・
丸
根
砦
の
織
田
方
兵
を
攪
乱
す
る
た
め
、
敢
え
て
他

の
三
城
を
攻
撃
し
て
両
砦
か
ら
援
軍
が
出
さ
れ
た
隙
に
、
警
戒
が
手
薄
に
な
っ
た
大

高
城
へ
難
な
く
兵
粮
入
を
成
功
さ
せ
た
と
い
う
逸
話
で
あ
る
。
こ
れ
を
若
年
の
元
康

が
発
案
し
た
こ
と
で
、「
三
河
記
」
で
は
「
雖
為
若
年
智
勇
兼
備
給
ヘ
タ
リ
ト
諸
人

舌
ヲ
ソ
振
ヒ
ケ
ル
」
と
ま
で
絶
賛
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
武
功
は
眉
唾
で
あ
る
。
尾
張
・
三
河
の
地
理
を
知
ら
な
い
者
が
創
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作
し
た
話
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。「
武
邊
咄
聞
書
」
や
「
落
穂
集
」
で
は
、
各
城

へ
放
火
し
た
火
の
光
が
鷲
津
・
丸
根
砦
か
ら
見
え
た
こ
と
で
、
両
砦
の
兵
が
異
変
に

気
付
い
た
と
す
る
が
、
現
在
の
愛
知
県
豊
田
市
に
所
在
す
る
三
城
（
他
書
誌
で
は
拳

母
・
廣
瀬
を
載
せ
ず
、
寺
部
・
梅
坪
の
み
と
す
る
場
合
が
多
い
。（
は
鷲
津
・
丸
根

砦
よ
り
約
二
十
粁
離
れ
て
お
り
、
途
中
に
は
標
高
七
十
米
強
の
二
村
山
な
ど
の
山
々

が
遮
り
、
た
と
え
煙
が
立
ち
上
っ
た
と
し
て
も
視
認
で
き
る
距
離
で
は
無
い
。
ま
た

そ
れ
ほ
ど
離
れ
た
場
所
へ
砦
の
防
御
を
手
薄
に
し
て
ま
で
援
軍
に
出
向
く
の
も
不
合

理
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
『
三
河
物
語
』
で
、
元
康
が
兵
粮
入
を
終
え
て
岡
崎
へ
帰
還
し
た
後
、
義

元
の
命
に
よ
っ
て
三
城
を
攻
め
た
と
記
さ
れ
た
内
容
を
混
同
し
て
い
る
。『
東
照
宮

御
實
紀
』
で
も
正
し
く
読
め
ば
三
城
攻
撃
を
大
高
城
兵
粮
入
の
「
此
後
」
の
行
為
と

し
て
い
る
た
め
、
本
来
は
「
異
説
」
で
し
か
な
い
逸
話
だ
が
、
単
に
杉
浦
八
郎
五
郎

の
献
言
を
採
り
上
げ
た
程
度
で
は
、
武
功
と
し
て
は
薄
い
と
感
じ
た
の
か
、
時
期
の

違
う
逸
話
を
取
り
交
ぜ
て
、
元
康
の
際
立
つ
武
功
と
し
て
意
図
的
に
脚
色
し
た
感
が

あ
る
。

　

寺
部
城
へ
の
囮
攻
め
を
記
述
す
る
書
誌
は
、
他
に
も
「
武
徳
大
成
記
」・「
三
河
記
」

が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
十
七
世
紀
後
半
か
ら
十
八
世
紀
頃
に
編
纂
さ
れ
た
後
の
時
代

の
書
誌
で
あ
る
。
中
で
も
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
（
刊
行
の
「
落
穂
集
」
は
現
存

す
る
写
本
の
多
さ
か
ら
み
て
全
国
的
に
一
定
度
普
及
し
た
書
誌
で
あ
る
た
め
、
こ
の

間
違
っ
た
家
康
神
話
を
広
く
敷
衍
さ
せ
る
役
割
を
果
た
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、『
東
照
宮
御
實
紀
』
と
同
じ
公
的
編
纂
物
の
一
つ
で
あ
る
『
披
沙
揀
金（

11
（

』
は
、

林
述
斎
の
編
纂
に
よ
り『
東
照
宮
御
實
紀
』と
同
時
期
の
天
保
七
～
八
年（
一
八
三
六

～
三
七
（
頃
に
ま
と
め
ら
れ
た
家
康
の
武
功
・
逸
話
集
だ
が
、
こ
こ
で
は
「
武
邊
咄

聞
書
」
の
話
を
「
異
説
」
と
し
て
で
は
な
く
注
釈
無
く
掲
載
し
て
い
る
た
め
、
武
功

を
脚
色
す
る
一
助
と
な
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。

　

諸
書
誌
の
内
容
検
討
で
判
る
こ
と
は
、『
三
河
物
語
』の
み
が
虚
実
あ
る
話
の
中
で
、

事
実
か
否
か
は
別
に
し
て
、
と
り
あ
え
ず
時
系
列
的
に
不
整
合
な
く
元
康
の
実
績
を

記
述
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
後
世
の
書
誌
に
お
い
て
も
概
ね『
三
河
物
語
』

の
記
述
以
上
の
逸
話
は
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、
江
戸
時
代
に
拡
散
す
る
桶

狭
間
合
戦
時
に
お
け
る
元
康
の
武
功
話
の
淵
源
は
、『
三
河
物
語
』
に
求
め
ら
れ
る

と
み
て
良
い
だ
ろ
う
。
各
書
誌
は
『
三
河
物
語
』
の
記
述
内
容
の
解
釈
な
い
し
は
、

脚
色
に
よ
っ
て
派
生
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、『
三
河
物
語
』

で
大
高
城
兵
粮
入
を
永
禄
元
年
と
し
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
他
書
誌
で
こ
の
年
号
を

踏
襲
し
て
い
な
い
こ
と
の
合
理
的
理
由
が
見
い
だ
せ
な
い
。
こ
れ
は
今
後
の
検
討
課

題
と
す
る
。

　

な
お
、
元
康
の
大
高
城
兵
粮
入
を
桶
狭
間
合
戦
直
前
の
永
禄
三
年
と
す
る
説
が
あ

る
の
は
、『
信
長
公
記
』
の
記
述
が
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
中
島
砦
に
移
っ

た
信
長
が
眼
前
に
展
開
す
る
今
川
勢
を
評
し
て
「
各
よ
く
〳
〵
承
り
候
へ
。
あ
の
武

者
、
宵
に
兵
粮
つ
か
ひ
て
夜
も
す
が
ら
来
り
、
大
高
へ
兵
粮
入
れ
、
鷲
津
・
丸
根
に

て
手
を
砕
き
、
辛
労
し
て
つ
か
れ
た
る
武
者
な
り
。
こ
な
た
は
新
手
な
り
。」
と
自

兵
を
鼓
舞
す
る
言
葉
の
中
に
「
大
高
へ
兵
粮
入
れ
」
の
語
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

五
月
十
九
日
の
合
戦
直
前
に
大
高
城
に
入
り
、
砦
攻
め
を
行
っ
た
の
は
元
康
で
あ

る
た
め
、
桶
狭
間
合
戦
と
同
時
期
に
大
高
城
兵
粮
入
を
行
っ
た
こ
と
は
間
違
い
で
は

無
い
。
し
か
し
、『
東
照
宮
御
實
紀
』
で
評
価
す
る
杉
浦
八
郎
五
郎
の
逸
話
を
伴
う

兵
粮
入
と
は
別
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
永
禄
三
年
の
大
高
入
城
に
つ
い
て
も
書
誌
の
記
述
で
は
実
行
日
に
若
干
の
違

い
は
あ
る
が
、
こ
の
時
に
丸
根
砦
を
攻
撃
し
て
陥
落
さ
せ
た
事
、
義
元
の
死
を
当
時

敵
方
だ
っ
た
伯
父
の
水
野
信
元
よ
り
聞
か
さ
れ
た
が
慎
重
に
判
断
し
、
今
川
方
か
ら
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の
通
報
を
得
て
撤
退
を
開
始
し
た
こ
と
、
撤
退
に
は
水
野
か
ら
遣
わ
さ
れ
た
浅
井
六

之
助
が
嚮
導
し
た
こ
と
と
い
っ
た
内
容
が
、
採
り
上
げ
方
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、

諸
書
誌
の
概
ね
の
記
述
に
お
い
て
一
致
し
て
い
る
。

　

大
高
城
へ
の
兵
粮
入
を
永
禄
三
年
の
み
と
す
る
「
信
長
記
」・「
松
平
記
」・「
三
河

記
大
全
」・「
三
河
記
摘
要
」
の
中
で
、
兵
粮
入
時
の
杉
浦
八
郎
五
郎
逸
話
と
丸
根
砦

攻
め
・
大
高
城
撤
退
の
逸
話
を
同
時
期
と
し
て
載
せ
る
の
は
「
三
河
記
大
全
」
の
み

で
あ
る
。
そ
の
他
に
は
「
鷲
津
砦
」
を
攻
撃
し
た
の
を
永
禄
二
年
と
す
る
「
武
徳
編

年
集
成
」
の
二
記
録
し
か
存
在
し
な
い
。「
信
長
記
」
に
は
杉
浦
八
郎
五
郎
の
逸
話

は
無
い
。

　

元
文
五
年
（
一
七
四
〇
（
編
纂
の
「
武
徳
編
年
集
成
」
や
、
刊
行
年
未
詳
だ
が
江

戸
後
期
の
編
纂
と
思
わ
れ
る
「
三
河
記
大
全
」
の
記
述
は
、
経
年
過
程
に
お
け
る
事

実
誤
認
が
あ
る
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
大
半
の
書
誌
は
、
杉
浦
八
郎
五
郎
逸
話
を
永
禄

二
年
と
し
、
丸
根
砦
攻
め
・
大
高
城
撤
退
を
永
禄
三
年
と
す
る
た
め
、
数
の
上
に
お

い
て
の
判
断
だ
が
、
江
戸
時
代
の
書
誌
で
は
、
杉
浦
八
郎
五
郎
逸
話
と
丸
根
砦
攻
め
・

大
高
城
撤
退
の
逸
話
は
別
の
年
の
出
来
事
と
認
識
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

　

先
述
の
と
お
り
、
元
康
の
武
功
と
し
て
称
賛
さ
れ
る
大
高
城
兵
粮
入
は
、
書
誌
の

整
理
で
見
る
限
り
永
禄
二
年
時
の
出
来
事
の
み
を
い
う
。
こ
れ
を
永
禄
三
年
の
こ
と

と
誤
認
し
た
の
は
、『
信
長
公
記
』
の
記
述
に
引
っ
張
ら
れ
た
近
代
以
降
の
こ
と
と

考
え
ら
れ
、
何
か
し
ら
の
原
作
を
基
に
し
た
映
像
化
等
に
よ
り
浸
透
し
て
い
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
実
際
に
永
禄
二
年
に
元
康
に
よ
る
兵
粮
入
が
あ
っ
た
か
否
か
に

つ
い
て
は
別
に
議
論
を
要
す
る
。『
東
照
宮
御
實
紀
』
で
兵
粮
入
を
永
禄
二
年
四
月

九
日
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
年
紀
を
載
せ
る
の
は
「
武
邊
咄
聞
書
」
と
「
落
穂
集
」

の
み
で
あ
る
。
他
書
は
概
ね
永
禄
二
年
時
の
こ
と
と
す
る
が
、「
三
河
物
語
」・「
關

野
濟
安
聞
書
」・「
明
應
至
永
禄
雑
記
」
で
は
永
禄
元
年
、「
武
徳
編
年
集
成
」
で
は

永
禄
二
年
三
月
、「
伊
束
法
師
物
語
」・「
前
橋
酒
井
家
舊
蔵
聞
書
」
で
は
弘
治
三
年

四
月
十
日
と
す
る
な
ど
、
書
誌
に
よ
る
違
い
が
み
ら
れ
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

永
禄
二
年
四
月
九
日
を
含
め
て
日
を
特
定
す
る
根
拠
は
全
く
存
在
し
な
い
。
そ
の
上

で
、
次
章
に
お
い
て
大
高
城
兵
粮
入
の
実
態
に
つ
い
て
検
証
を
行
う
。
な
お
、
各
書

誌
記
述
の
概
略
に
つ
い
て
は
表
1
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

四
　
織
田
方
陣
城
構
築
・
大
高
城
兵
粮
入
の
時
期

　

兵
粮
入
を
行
い
、
か
つ
そ
れ
が
武
功
と
賞
さ
れ
る
の
は
、
織
田
方
が
鷲
津
砦
・
丸

根
砦
を
築
い
て
経
済
封
鎖
を
仕
掛
け
て
以
降
で
あ
る
た
め
、
ま
ず
、
ど
の
時
点
で
両

砦
が
築
か
れ
た
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
天
文
二
十
二
年
（
一
五
五
三
（
に
鳴

海
城
の
山
口
氏
が
離
反
し
て
も
す
ぐ
に
鳴
海
城
を
攻
略
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
信
長

の
地
盤
が
盤
石
で
は
な
か
っ
た
の
が
一
因
と
考
え
る
。
清
須
城
の
織
田
大
和
守
家
と

の
対
立
も
影
響
し
た
は
ず
で
あ
る
。
翌
二
十
三
年
頃
に
清
須
城
を
攻
略
す
る
が
、
こ

の
時
、
逃
亡
し
た
重
臣
・
坂
井
大
膳
が
頼
っ
た
の
は
今
川
義
元
で
あ
る
と
『
信
長
公

記
』
が
記
す
よ
う
に
、
信
長
の
背
後
を
脅
か
す
勢
力
へ
の
今
川
方
の
助
勢
が
推
測
さ

れ
る
。

　

ま
た
、
同
年
正
月
に
行
わ
れ
た
今
川
方
の
村
木
砦
の
攻
略
は
、
前
年
に
成
っ
た
美

濃
国
斎
藤
道
三
と
の
連
携
を
背
景
に
、
那
古
野
城
付
近
ま
で
の
後
詰
の
兵
を
得
ら
れ

た
こ
と
で
可
能
に
な
っ
た
遠
征
で
あ
る
。
別
の
見
方
を
す
る
な
ら
ば
斎
藤
氏
の
援
軍

が
な
け
れ
ば
、今
川
方
勢
力
圏
へ
の
遠
征
が
不
可
能
だ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

弘
治
二
年
（
一
五
五
六
（
四
月
に
道
三
が
息
子
・
義
龍
（
一
色
范
可
（
に
討
た
れ
た

こ
と
で
、
こ
の
連
携
は
破
綻
し
援
軍
派
兵
は
途
絶
え
る
。
以
降
の
信
長
の
行
動
は
制

限
さ
れ
た
は
ず
で
、
し
ば
し
北
方
方
面
の
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
様
子
が
諸
記
録
か
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ら
伺
わ
れ
る
。

　

同
年
八
月
に
は
義
龍
（
一
色
范
可
（
と
呼
応
し
た
弟
・
勘
十
郎
（
達
勝
・
信
成
（

と
の
間
で
稲
生
合
戦
が
勃
発
す
る
。
こ
の
戦
い
に
勝
利
は
し
た
も
の
の
、勘
十
郎（
達

勝
・
信
成
（
は
ま
だ
健
在
で
あ
る
他
、
岩
倉
城
の
織
田
伊
勢
守
家
も
対
立
姿
勢
を
示

す
。

　

こ
う
い
っ
た
織
田
家
中
及
び
尾
張
国
北
部
の
不
安
定
要
素
が
解
消
さ
れ
る
の
が
、

永
禄
元
年
（
一
五
五
八
（
か
ら
二
年
に
か
け
て
で
あ
る
。
永
禄
元
年
も
し
く
は
前
年

の
弘
治
三
年
勃
発
と
さ
れ
る
織
田
伊
勢
守
家
と
の
戦
い
で
あ
る
浮
野
合
戦
で
の
勝

利
、
続
く
永
禄
元
年
十
一
月
の
弟
・
勘
十
郎
（
達
勝
・
信
成
（
の
殺
害
、
永
禄
二
年

も
し
く
は
元
年
と
推
定
さ
れ
る
織
田
伊
勢
守
家
の
岩
倉
城
攻
略
に
よ
っ
て
、
一
時
的

に
信
長
は
家
中
及
び
尾
張
国
北
部
支
配
を
盤
石
に
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
安
定
を
得
た
こ
と
で
、
永
禄
二
年
二
月
に
上
洛
が
可
能
と
な
っ
た
と
み

る
べ
き
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
傍
証
の
み
の
検
討
だ
が
、
信
長
は
少
な
く
と
も
永
祿
元

年
末
な
い
し
は
同
二
年
初
頭
ま
で
は
尾
張
国
南
方
に
傾
注
す
る
余
力
は
な
か
っ
た
と

推
察
す
る
。
ま
た
上
洛
を
行
っ
た
こ
と
は
、
近
江
六
角
氏
と
の
何
ら
か
の
協
力
関
係

を
構
築
し
て
い
た
こ
と
も
推
察
で
き
る
。
実
際
、
永
禄
三
年
七
月
二
十
一
日
に
著
さ

れ
た
「
六
角
承
禎
〔
義
賢
〕
条
書
」（
草
津
市
蔵（

11
（

（
に
は
、
美
濃
国
守
護
・
土
岐
氏

再
興
に
向
け
た
織
田
氏
及
び
越
前
朝
倉
氏
と
の
間
で
、美
濃
国
の
義
龍
（
一
色
范
可
（

を
牽
制
す
る
何
ら
か
の
連
携
が
あ
っ
た
痕
跡
を
示
す
記
述
が
あ
る（

11
（

。
信
長
は
敵
対
勢

力
の
一
掃
と
、
背
後
の
脅
威
を
封
じ
る
対
策
が
で
き
た
こ
と
で
、
鳴
海
城
周
辺
へ
の

攻
撃
を
本
格
化
さ
せ
た
と
み
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

そ
の
た
め
弘
治
三
年
の
兵
粮
入
は
あ
り
得
な
い
。『
三
河
物
語
』
が
示
す
永
禄
元

年
も
完
全
に
否
定
は
出
来
な
い
も
の
の
、
上
洛
し
て
尾
張
を
不
在
に
し
て
い
る
間
に

今
川
方
を
刺
激
す
る
の
は
得
策
で
は
な
い
。
鳴
海
城
・
大
高
城
に
対
す
る
陣
城
が
築

か
れ
た
の
は
信
長
の
帰
国
後
、
す
な
わ
ち
、
永
禄
二
年
二
月
以
降
と
考
え
る
。

　

あ
く
ま
で
も
傍
証
だ
が
、
今
川
義
元
が
駿
河
・
遠
江
・
三
河
の
宿
中
に
対
し
て
永

禄
二
年
三
月
十
八
日
に
「
伝
馬
壱
疋
」
を
出
す
よ
う
に
命
じ
た
の
も（

11
（

、
織
田
方
の
陣

城
構
築
が
本
格
化
し
た
こ
と
で
、
全
面
対
決
が
不
可
避
と
な
っ
た
事
態
へ
の
対
応
と

も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
内
容
に
疑
義
が
あ
る
史
料
と
さ
れ
て
き
た
永
禄

二
年
三
月
二
十
日
付
の
今
川
義
元
定
書
写（

1（
（

は
、「
一�

城
囲
時
、
兼
而
相
定
攻
手
之
外

一
切
停
止
之
事
」
と
す
る
文
言
が
あ
る
な
ど
、
織
田
の
陣
城
構
築
に
対
処
す
る
と
い

う
時
宜
に
応
じ
た
内
容
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
参
考
提
示
に
留
め

る
。

　

な
お
、
全
て
の
陣
城
を
同
時
に
構
築
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
た
め
、
地
理
的
に

考
え
て
ま
ず
は
鳴
海
城
の
包
囲
を
行
い
、
鳴
海
城
南
東
方
に
築
い
た
中
島
砦
を
足
掛

か
り
に
し
て
、
鷲
津
砦
・
丸
根
砦
を
段
階
的
に
築
い
た
と
考
え
る
。
朝
比
奈
筑
前
守

に
対
し
て
大
高
在
城
を
命
じ
た
永
禄
二
年
に
比
定
さ
れ
る
八
月
二
十
一
日
付
の
今
川

義
元
判
物（

11
（

は
、
あ
る
い
は
両
砦
の
完
成
に
よ
っ
て
鳴
海
城
と
大
高
城
の
分
断
が
な
っ

た
時
期
を
示
唆
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
し
て
、
先
述
し
た
と
お
り
奥
平
監
物
と
菅
沼
久
助
が
九
月
十
九
日
に
大
高
城
へ

兵
粮
入
を
実
施
し
て
い
る
。
し
か
し
、
不
思
議
な
こ
と
に
奥
平
氏
の
家
譜（

11
（

で
は
兵
粮

入
を
元
康
と
共
に
三
月
に
行
っ
た
と
し
、『
寛
政
譜
』
の
奥
平
貞
勝
（
監
物
（
の
項

目
に
お
い
て
も
同
様
の
記
述
に
な
っ
て
い
る
。『
朝
野
舊
聞
褒
藁
』
所
載
の
書
誌
で

見
る
限
り
、
元
康
が
永
禄
二
年
三
月
に
兵
粮
入
を
行
っ
た
と
記
述
す
る
の
は
、
元
文

五
年
（
一
七
四
〇
（
完
成
の
「
武
徳
編
年
集
成
」
の
み
で
、「
奥
平
家
傳
記
」
と
「
奥

平
家
系
」
も
『
朝
野
舊
聞
褒
藁
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
両
記
録
と
も
貞
勝

（
監
物
（
へ
の
感
状
が
あ
る
と
記
し
な
が
ら
、
前
者
で
は
二
月
、
後
者
で
は
三
月
に

兵
粮
入
を
行
っ
た
と
し
て
同
じ
家
の
記
録
で
も
記
述
に
差
異
が
あ
る
。
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他
に
永
禄
二
年
時
の
月
日
を
記
す
の
は
、享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
（
完
成
の
「
落

穂
集
」
に
お
け
る
「
四
月
九
日
丑
の
刻
」
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
他
書
誌
に
お
い
て

も
奥
平
・
菅
沼
両
氏
と
共
に
兵
粮
入
を
行
っ
た
と
す
る
記
録
は
無
い
。
二
月
に
せ
よ

四
月
に
せ
よ
、
陣
城
構
築
を
永
禄
二
年
二
月
以
降
と
推
定
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
時
期

の
兵
粮
入
に
は
疑
義
が
残
る
。
陣
城
構
築
に
よ
る
封
鎖
か
ら
兵
粮
枯
渇
に
至
る
期
間

を
あ
く
ま
で
も
感
覚
の
上
で
推
測
す
る
な
ら
ば
、
あ
る
い
は
奥
平
・
菅
沼
両
氏
に
よ

る
九
月
十
九
日
が
初
め
て
の
兵
粮
入
だ
っ
た
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
。

　

奥
平
・
菅
沼
両
氏
は
後
に
徳
川
家
家
臣
団
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
く
が
、
永
禄
二

年
時
に
お
け
る
松
平
氏
と
両
氏
と
の
関
係
は
史
料
的
に
確
認
で
き
な
い
。
菅
沼
氏
は

桶
狭
間
合
戦
後
の
松
平
氏
に
よ
る
三
河
戦
略
に
よ
っ
て
被
官
化
し
て
い
く
も
の
の
、

両
氏
共
に
今
川
義
元
配
下
に
お
い
て
は
三
河
に
お
け
る
国
人
衆
と
し
て
別
個
の
存
在

だ
っ
た
は
ず
で
、
こ
の
時
点
で
同
じ
国
人
の
一
人
で
あ
る
松
平
氏
の
指
揮
下
に
あ
っ

た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
奥
平
氏
の
家
譜
に
お
い
て
、
元
康
の
配
下
と
し
て
兵
粮
入

を
行
っ
た
と
記
す
の
は
、桶
狭
間
合
戦
時
点
で
既
に
徳
川
氏
（
松
平
氏
（
の
配
下
だ
っ

た
こ
と
を
遡
及
的
に
書
き
記
し
た
だ
け
で
あ
り
、時
期
に
つ
い
て
も
、あ
る
い
は
「
武

徳
編
年
集
成
」
の
記
述
を
単
に
鵜
呑
み
に
し
た
だ
け
の
よ
う
に
思
え
る
。
徳
川
将
軍

家
と
の
縁
を
重
視
す
る
上
で
、
奥
平
氏
の
場
合
、
本
来
明
確
な
兵
粮
入
武
功
の
日
付

が
伝
わ
っ
て
い
る
の
も
拘
ら
ず
、
後
発
で
敷
衍
し
た
書
誌
情
報
に
引
っ
張
ら
れ
る
形

で
家
譜
を
書
き
換
え
る
事
態
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

結
論
と
し
て
は
、
元
康
に
よ
る
大
高
城
兵
粮
入
の
実
態
は
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
た
だ
し
、
頻
繁
に
兵
粮
入
が
行
わ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
な
い
た
め
、
奥
平
氏

の
家
譜
が
記
す
よ
う
に
、
あ
る
い
は
奥
平
・
菅
沼
両
氏
に
よ
る
永
禄
二
年
九
月
十
九

日
の
兵
粮
入
に
元
康
が
参
加
し
て
い
た
と
す
る
見
解
も
、
可
能
性
の
一
つ
に
数
え
ら

れ
よ
う
。

五
　
家
譜
に
み
る
大
高
城
兵
粮
入
・
桶
狭
間
合
戦

　

江
戸
時
代
ま
で
存
続
し
た
大
名
・
旗
本
の
中
で
、
寛
政
年
間
（
一
七
八
九
～

一
八
〇
一
（
に
編
纂
さ
れ
た
「
寛
政
譜
」
で
桶
狭
間
合
戦
時
の
事
項
を
記
す
の
は
表

2
の
と
お
り
七
十
六
人
を
数
え
る
。
そ
の
内
、
大
高
城
兵
粮
入
に
関
す
る
記
述
が
あ

る
の
は
、
い
ず
れ
も
当
時
松
平
方
だ
っ
た
奥
平
貞
勝
・
小
栗
吉
忠
・
酒
井
正
親
・
杉

浦
勝
吉
・
成
瀬
国
次
・
平
岩
親
吉
・
藤
井
松
平
信
一
の
七
人
の
み
で
、
各
家
が
永
禄

二
年
の
こ
と
と
し
て
い
る
た
め
、各
書
誌
で
讃
え
ら
れ
る
大
高
城
兵
粮
入
の
武
功
は
、

永
禄
二
年
時
の
こ
と
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
寛
永
年
間
（
一
六
二
四
～
四
四
（
時
に
編
纂
さ
れ
た

「
寛
永
傳
」
に
は
、
大
高
城
兵
粮
入
に
関
す
る
記
述
を
載
せ
て
い
な
い
。
大
高
城
兵

粮
入
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
「
寛
政
譜
」
の
み
に
記
さ
れ
た
武
功
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
、
当
初
大
高
城
兵
粮
入
は
喧
伝
す
る
ほ
ど
の
武
功
で
は
な
か
っ
た
か
、
兵
粮

入
自
体
が
無
か
っ
た
か
を
意
味
し
て
い
る
。
永
禄
二
年
の
兵
粮
入
を
無
か
っ
た
と
す

る
に
は
、『
三
河
物
語
』
の
記
述
は
具
体
的
で
あ
る
た
め
、
大
久
保
家
の
み
に
伝
わ
っ

た
話
と
し
て
も
何
ら
か
の
事
実
を
内
包
し
て
い
る
と
考
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
情
報

が
当
時
、
ど
こ
ま
で
普
遍
的
に
共
有
さ
れ
て
い
た
か
と
な
る
と
疑
問
で
あ
る
。

　

あ
く
ま
で
も
仮
説
だ
が
、「
寛
永
傳
」
編
纂
時
に
お
い
て
は
、
大
高
城
兵
粮
入
は

そ
れ
ほ
ど
称
賛
す
べ
き
武
功
と
し
て
の
認
識
は
無
く
、『
三
河
物
語
』
で
「
御
一
大
事
」

と
評
価
さ
れ
、
同
書
を
底
本
と
し
て
そ
の
他
の
書
誌
が
こ
の
行
為
を
重
ね
て
称
賛
す

る
に
お
い
て
、
諸
家
に
お
い
て
も
自
家
の
武
功
へ
の
紐
付
け
が
行
わ
れ
た
結
果
、「
寛

政
譜
」
で
追
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。
第
一
の
武
功

と
も
い
う
べ
き
杉
浦
八
郎
五
郎
（
勝
吉
（
で
す
ら
、「
寛
永
傳
」
で
は
来
歴
の
記
載

は
無
く
、
父
・
吉
貞
が
永
禄
六
年
の
三
河
一
向
一
揆
で
武
功
を
立
て
た
こ
と
を
記
す

の
み
で
あ
る
。
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桶
狭
間
合
戦
当
時
に
武
功
と
し
て
特
出
さ
れ
て
い
た
の
は
、
鳴
海
城
を
最
後
ま
で

守
り
通
し
た
岡
部
五
郎
兵
衛
尉
（
元
信
（
で
、
合
戦
後
に
今
川
氏
真
か
ら
出
さ
れ
た

二
通
の
判
物（

11
（

に
も
武
功
が
讃
え
ら
れ
て
い
る
。
沓
掛
城
・
大
高
城
が
「
相
捨
」・「
自

落
」
し
た
に
の
に
も
拘
ら
ず
、
鳴
海
城
を
「
堅
固
尓
持
詰
」・「
相
踏
于
堅
固
」
た
上
、

城
兵
の
帰
還
を
果
た
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
帰
還
途
中
に
刈
谷
城
を
攻
め
水
野
信
近

を
討
ち
取
る
と
い
う
功
績
ま
で
挙
げ
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
没
収
さ
れ
て
い
た
土
地

が
岡
部
に
還
付
さ
れ
た
。『
三
河
物
語
』
で
は
信
長
と
交
渉
し
て
義
元
の
首
を
持
ち

帰
っ
た
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
今
川
家
中
随
一
と
い
っ
て
も
よ
い
武
功
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
元
康
の
大
高
城
撤
退
は
、
そ
の
判
断
力
や
退
却
時
の
統
率
力
を
家
中

が
称
賛
し
た
と
し
て
も
、
今
川
家
か
ら
み
れ
ば
城
を
「
相
捨
」、「
自
落
」
し
た
だ
け

で
あ
り
、
取
り
立
て
て
賛
美
す
る
行
動
で
は
な
い
。
岡
部
へ
の
判
物
に
お
い
て
沓
掛

城
や
大
高
城
を
例
に
出
し
て
岡
部
を
讃
え
て
い
る
の
は
、
結
果
と
し
て
鳴
海
城
を
見

捨
て
た
元
康
の
行
為
は
、
揶
揄
さ
れ
る
程
度
の
こ
と
と
し
か
評
価
さ
れ
て
い
な
い
の

で
あ
る
。

　

敵
方
に
防
衛
線
を
張
ら
れ
た
中
で
兵
粮
入
を
行
う
こ
と
は
危
険
を
伴
う
戦
時
行
為

で
あ
り
、
そ
れ
を
成
功
さ
せ
た
こ
と
は
評
価
に
値
す
る
。
大
高
城
に
い
た
と
思
わ
れ

る
鵜
殿
十
郎
三
郎
に
対
す
る
今
川
氏
真
の
感
状（

11
（

で
は
、
前
年
の
十
一
月
十
九
日
及
び

同
年
の
五
月
十
九
日
の
二
度
に
わ
た
り
「
大
高
口
」
で
合
戦
と
な
り
、
鵜
殿
は
太
刀

や
鑓
で
三
ヶ
所
の
疵
を
追
っ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
の
も
、
簡
単
な
行
為
で

な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

こ
の
内
、
五
月
十
九
日
が
元
康
の
入
城
時
に
お
け
る
戦
闘
だ
ろ
う
。
少
な
く
と
も

元
康
は
永
禄
三
年
時
に
戦
闘
状
態
に
陥
っ
て
も
兵
粮
入
を
成
功
さ
せ
、
大
高
城
に
入

城
し
た
後
に
丸
根
砦
を
攻
め
落
し
て
い
る
。
こ
の
時
、
家
中
の
幾
人
か
が
討
死
を
し

て
い
る
こ
と
は
武
功
と
し
て
評
価
さ
れ
て
も
よ
い
。
事
実
、
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は

数
人
の
家
譜
に
武
功
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
今
川
家
中
全
体
の
評
価
と

し
て
み
た
場
合
、
桶
狭
間
合
戦
時
の
元
康
の
行
動
は
毀
誉
褒
貶
が
相
半
ば
し
て
武
功

が
相
殺
さ
れ
た
感
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、「
寛
永
傳
」
編
纂
段
階
で
は
、
武
家
の
間

で
の
共
通
認
識
に
昇
華
し
き
れ
て
お
ら
ず
、
喧
伝
す
べ
き
武
功
と
い
う
認
識
も
希
薄

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。
永
禄
二
年
時
に
元
康
に
よ
る
大
高
城
兵
粮
入

は
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
果
た
し
て
『
三
河
物
語
』
が
絶
賛
す
る
ほ
ど
の
武
功
と

し
て
、
松
平
家
中
で
評
価
さ
れ
て
い
た
か
と
な
る
と
、
甚
だ
疑
問
で
あ
る
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。

六
　
大
高
城
は
取
り
囲
ま
れ
て
い
た
の
か

　

大
高
城
周
囲
に
は
鷲
津
砦
・
丸
根
砦
の
他
に
大
高
城
南
方
に
正
光
寺
砦
、
西
方
に

氷
上
山
砦
が
機
能
し
、
剰
え
城
の
南
方
に
近
接
す
る
水
野
大
膳
家
菩
提
寺
・
春
江
院

境
内
地
を
含
む
丘
陵
に
い
わ
ゆ
る
向
山
砦
が
あ
る
こ
と
が
、平
成
十
年
（
一
九
九
八
（

に
藤
井
尚
夫
氏（

11
（

に
よ
り
提
唱
さ
れ
て
以
降
、
周
知
の
よ
う
に
敷
衍
し
て
い
る
。

　

鳴
海
城
が
西
側
の
海
を
除
く
北
方
に
丹
下
砦
、
尾
根
続
き
の
東
方
に
善
照
寺
砦
、

南
東
方
に
中
島
砦
の
三
つ
の
砦
で
包
囲
し
て
い
る
た
め
、
大
高
城
も
北
方
の
海
以
外

の
三
方
を
包
囲
さ
れ
た
と
い
う
思
い
込
み
に
よ
り
、
正
光
寺
砦
・
氷
上
山
砦
も
桶
狭

間
合
戦
時
に
機
能
し
た
と
解
釈
し
た
よ
う
だ
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
甚
だ
疑
問

で
あ
る
。
正
光
山
砦
・
氷
上
山
砦
に
つ
い
て
、
桶
狭
間
合
戦
と
の
関
連
を
述
べ
た
書

誌
は
皆
無
ど
こ
ろ
か
、
一
部
の
地
誌
・
図
面
に
そ
の
存
在
が
軽
く
触
れ
ら
れ
る
程
度

で
あ
る
。

　

桶
狭
間
合
戦
時
の
砦
群
に
つ
い
て
は
、
千
田
嘉
博
氏（

11
（

や
髙
田
徹
氏（

11
（

の
研
究
に
詳
し

い
が
、
千
田
氏
は
正
光
寺
砦
・
氷
上
山
砦
の
存
在
を
評
価
し
て
い
な
い
た
め
、
両
砦

に
関
す
る
論
究
は
無
い
。
髙
田
氏
は
桶
狭
間
合
戦
関
係
の
砦
の
可
能
性
を
指
摘
し
つ
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つ
も
、
遺
構
に
つ
い
て
は
疑
義
を
呈
す
。
正
光
寺
砦
推
定
地
は
現
況
で
は
開
発
さ
れ

て
遺
構
を
確
認
で
き
ず
、
氷
上
山
砦
推
定
地
に
つ
い
て
も
遺
構
ら
し
き
場
所
は
存
在

す
る
が
、
積
極
的
に
城
郭
遺
構
と
評
価
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。

　

江
戸
時
代
の
地
誌
で
正
光
寺
砦
・
氷
上
山
砦
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
る
の
は
、
管
見

の
限
り
『
張
州
雑
志
』
巻
第
二
の
み
で
、し
か
も
場
所
を
記
す
以
外
の
記
述
は
無
い
。

そ
の
他
に
は
榊
原
邦
彦
氏
が
紹
介
し
た（

11
（

尾
張
徳
川
家
史
料
の
「
尾
州
之
内
吟
味
之
場

所（
11
（

」
に
「
其
外
鷲
津�

丸
根�

正
興
寺�

氷
上
と
申
候
て
取
出
之
跡
も
四
ケ
所
御
座
候�

右
何
も
大
高
ゟ
之
手
当
之
場
所
と
相
見
申
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
当
史
料
の
製
作

年
は
不
明
だ
が
、
国
境
等
に
お
け
る
「
變
事
」
の
折
に
軍
勢
を
置
く
場
所
の
調
査
と

す
る
前
文
よ
り
、
尾
張
藩
の
軍
制
改
革
が
行
わ
れ
た
十
八
世
紀
後
半
～
十
九
世
紀
初

頭
頃
の
史
料
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。

　

榊
原
氏
は
鷲
津
砦
・
丸
根
砦
に
加
え
て
正
興
（
光
（
砦
と
氷
上
山
砦
の
二
砦
も
大

高
城
包
囲
の
砦
と
記
述
し
た
史
料
と
解
釈
し
て
い
る
が
、「
大
高
ゟ
之
手
当
之
場
所
」

と
の
文
言
は
、
大
高
城
か
ら
手
当
さ
れ
た
場
所
、
す
な
わ
ち
大
高
城
の
属
城
と
い
う

意
味
で
あ
っ
て
、
こ
の
記
述
を
も
っ
て
「
正
興
寺�

氷
上
」
の
二
砦
が
大
高
城
包
囲

の
砦
と
認
識
さ
れ
て
い
た
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。「
尾
州
之
内
吟
味
之
場
所
」

の
筆
者
は
合
戦
時
の
歴
史
を
正
し
く
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
る
た
め
、
こ
の

史
料
も
ま
た
、
単
に
大
高
城
周
囲
に
砦
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
す
の
み
と
の
評
価
に
し

か
な
ら
な
い
。

　

尾
張
藩
に
よ
っ
て
桶
狭
間
古
戦
場
調
査
が
行
わ
れ
た
折
の
一
連
の
図
面
で
は
、「
知

多
郡
大
高
村
古
城
絵
図（

1（
（

」
に
「
正
光
寺
取
出
山
」、「
尾
州
知
多
郡
大
高
古
城
図（

11
（

」
に

「
ひ
か
ミ
取
手
」・「
正
光
寺
取
手
」、「
桶
狭
間
合
戦
之
図
（
大
高
兵
粮
入（

11
（

（」
に
「
正

光
寺
取
出
」
の
記
載
は
あ
る
が
、
鷲
津
砦
・
丸
根
砦
の
よ
う
に
測
量
に
基
づ
く
図
示

で
は
無
い
。
正
光
寺
砦
・
氷
上
山
砦
は
単
に
周
辺
の
古
跡
と
し
て
、
そ
の
位
置
を
図

面
に
落
と
し
た
だ
け
で
あ
る
。

　
「
尾
州
知
多
郡
大
高
古
城
図
」
に
は
他
と
異
な
り
「
ひ
か
ミ
取
手
」
の
具
体
的
位

置
が
記
さ
れ
て
お
り
、
四
方
に
「
堀
形
」
と
「
土
居
跡
壱
色
」
が
あ
っ
た
と
す
る
。

東
西
二
十
間
・
南
北
八
間
の
規
模
だ
が
、「
誰
人
居
申
も
存
候
者
無
之
候
」
と
、
す

で
に
江
戸
時
代
中
期
に
お
い
て
由
緒
が
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
判
る
。

　

場
所
は
「
ひ
か
ミ
の
山
」
よ
り
「
十
間
餘
も
高
く
見
へ
申
候
」・「
取
手
の
山
と
ひ

か
ミ
の
山
の
間
百
間
計
」
と
す
る
た
め
、
単
純
に
解
釈
す
れ
ば
現
在
、
氷
上
姐
子
社

が
あ
る
丘
陵
の
南
西
部
に
あ
る
丘
陵
最
高
地
点
・
氷
川
姐
子
社
元
宮
の
場
所
が
該
当

す
る
。
こ
こ
は
尾
張
国
造
の
娘
で
日
本
武
尊
の
配
偶
者
と
な
っ
た
宮
簀
媛
命
の
館
が

あ
っ
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
場
所
で
、氷
上
姐
子
社
の
元
宮
が
置
か
れ
て
い
る
た
め
、

図 2　鳴海城・大高城周辺砦
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人
工
的
に
削
平
さ
れ
た
土
地
に
は
な
っ
て
い
る
。
現
況
が
古
城
図
作
成
時
の
地
形
を

伝
え
て
い
る
と
は
限
ら
ず
、
こ
こ
を
積
極
的
に
砦
跡
と
評
価
は
出
来
な
い
も
の
の
、

諸
地
誌
で
砦
跡
と
し
た
の
は
こ
の
場
所
と
考
え
る
。
こ
の
場
所
で
あ
れ
、
藤
井
氏
や

髙
田
氏
が
図
示
し
た
元
宮
よ
り
西
方
丘
陵
上
の
遺
構
ら
し
き
場
所
で
あ
れ
、
こ
の
丘

陵
に
砦
が
存
在
し
た
の
な
ら
ば
、
そ
れ
は
立
地
的
に
み
て
氷
上
姐
子
社
主
・
久
米
氏

関
連
の
城
郭
と
解
釈
す
る
方
が
自
然
で
あ
る
。

　

先
述
の
と
お
り
久
米
氏
は
桶
狭
間
合
戦
時
に
大
高
城
に
入
っ
て
い
る
た
め
、
氷
上

姐
子
社
周
辺
も
久
米
氏
の
勢
力
下
に
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
で
、
こ
こ
に
織
田
方
が
陣

城
を
造
れ
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
陣
城
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
最
高

所
の
元
宮
の
位
置
か
ら
で
も
大
高
城
を
望
見
出
来
な
い
の
は
、
戦
略
的
機
能
を
有
し

て
い
な
い
。
氷
上
山
砦
を
城
郭
と
評
価
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
氷
川
姐
子
社
主
・
久

米
氏
に
関
わ
る
城
郭
で
あ
り
、
仮
に
桶
狭
間
合
戦
時
に
機
能
し
て
い
た
と
し
て
も
、

今
川
方
の
久
米
氏
の
城
郭
と
し
て
の
機
能
で
あ
っ
て
、
織
田
家
の
陣
城
と
し
て
で
は

無
い
と
考
え
る
。

　

正
光
寺
砦
推
定
地
は
、
大
高
城
南
方
の
東
正
光
寺
・
西
正
光
寺
の
字
名
が
残
る
丘

陵
と
さ
れ
る
。
北
東
約
六
百
米
の
地
に
丸
根
砦
が
あ
り
、
正
光
寺
砦
・
丸
根
砦
の
間

を
近
世
の
師
崎
街
道
が
通
る
他
、
正
光
寺
砦
推
定
地
の
丘
陵
北
側
に
は
大
高
城
へ
の

道
が
通
る
。
北
西
の
大
高
城
へ
も
丸
根
砦
と
ほ
ぼ
同
距
離
で
あ
り
、
丸
根
砦
と
共
に

兵
を
込
め
置
け
ば
こ
の
方
面
か
ら
の
大
高
城
へ
の
出
入
り
は
ま
ず
不
可
能
に
近
い
。

ま
た
、
両
砦
の
間
を
流
れ
る
大
高
川
の
東
側
に
位
置
す
る
丸
根
砦
よ
り
、
川
の
西
側

で
大
高
城
へ
続
く
道
に
近
い
正
光
寺
砦
に
兵
を
置
く
方
が
大
高
城
を
牽
制
す
る
上
で

よ
り
効
果
的
で
あ
る
。

　

元
康
が
丸
根
砦
を
攻
め
た
こ
と
は
事
実
だ
が
、
丸
根
砦
と
の
間
で
挟
撃
で
き
る
位

置
に
あ
り
な
が
ら
、
正
光
寺
砦
か
ら
丸
根
砦
へ
援
軍
が
出
さ
れ
た
と
い
う
記
述
は
無

い
。
ま
た
、
少
な
く
と
も
奥
平
・
菅
沼
両
氏
に
よ
っ
て
一
度
は
大
高
城
へ
兵
粮
入
を

さ
せ
て
い
る
こ
と
は
両
砦
の
間
の
連
携
に
何
ら
か
の
不
備
が
あ
っ
た
た
め
で
、
そ
の

欠
点
を
改
善
せ
ず
、
翌
年
に
も
元
康
に
よ
っ
て
ま
た
し
て
も
大
高
城
入
が
成
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
は
、
機
能
的
欠
陥
が
放
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

結
論
か
ら
言
え
ば
、
織
田
方
勢
力
は
大
高
川
西
岸
に
ま
で
及
ん
で
い
な
か
っ
た
と

考
え
る
。正
光
寺
砦
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、そ
れ
は
今
川
方
勢
力
圏
内
で
の
立
地
だ
っ

た
と
す
べ
き
で
あ
る
。『
信
長
公
記
』天
理
本（

11
（

に
あ
る「
大
高
之
南
大
野
小
河
衆
被
置
」

の
文
言
を
も
っ
て
正
光
寺
砦
も
し
く
は
氷
上
山
砦
に
大
野
衆
や
小
河
衆
が
配
置
さ
れ

た
と
読
み
替
え
る
論
調
が
あ
る
が
、
単
に
南
方
の
知
多
半
島
方
面
に
は
織
田
方
に
助

勢
す
る
大
野
衆
や
小
河
衆
勢
力
が
存
在
し
た
と
い
う
解
釈
に
留
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
の
考
察
の
前
提
と
し
て
、
改
め
て
鷲
津
砦
・
丸
根
砦
設
置
の
意
味
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
。
単
純
に
こ
の
両
砦
の
立
地
を
地
理
的
に
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
大
高
城
の

包
囲
が
目
的
で
は
な
く
、鳴
海
城
と
大
高
城
の
分
断
を
目
的
に
し
た
と
み
る
べ
き
で
、

こ
の
こ
と
は
『
信
長
公
記
』
に
も
「
間
を
取
切
り
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　

鳴
海
城
に
対
す
る
執
拗
な
包
囲
網
は
、
鳴
海
城
と
同
時
に
支
城
の
大
高
城
を
も
攻

略
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
ま
ず
東
西
交
通
の
要
で
あ
り
本
城
の
鳴
海
城
を
孤
立
さ
せ

て
攻
略
す
る
こ
と
を
第
一
目
的
に
し
た
と
解
釈
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。仮
に『
信

長
公
記
』
が
い
う
織
田
方
勢
力
数
が
正
し
い
と
す
る
な
ら
ば
、
一
度
に
両
城
を
攻
略

す
る
ほ
ど
の
余
力
は
無
い
は
ず
で
あ
る
。
今
川
勢
に
よ
る
鷲
津
砦
・
丸
根
砦
の
攻
撃

に
対
し
て
応
援
を
送
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
、
織
田
方
の
限
界
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
の
両
砦
が
今
川
方
勢
力
圏
に
突
出
し
て
い
た
と
み
る
べ
き
で
、
大
高
川
が
勢
力

圏
境
で
あ
る
と
同
時
に
大
高
城
の
防
衛
線
で
あ
り
、
大
高
川
東
側
ま
で
が
織
田
方
勢

力
の
限
界
範
囲
と
み
な
け
れ
ば
、
複
数
回
に
わ
た
る
大
高
城
兵
粮
入
の
成
功
は
説
明

で
き
な
い
。
鵜
殿
長
持
に
対
す
る
感
状（

11
（

で
も
戦
闘
が
行
わ
れ
た
の
を
「
大
高
口
」
と
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し
て
お
り
、
城
か
ら
一
定
度
離
れ
た
場
所
に
両
軍
衝
突
点
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し

て
い
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
完
全
包
囲
さ
れ
て
い
る
鳴
海
城
に
つ
い
て
兵
粮
入
が
取
沙
汰
さ
れ

な
い
の
が
疑
問
で
あ
る
。鳴
海
城
こ
そ
陸
路
で
の
往
来
が
完
全
に
遮
断
さ
れ
て
お
り
、

兵
粮
の
枯
渇
が
真
っ
先
に
心
配
さ
れ
る
城
で
あ
る
。こ
こ
か
ら
は
単
な
る
仮
説
だ
が
、

大
高
城
は
鳴
海
城
へ
の
兵
站
中
継
地
と
し
て
の
機
能
を
有
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
と
考
え
る
。『
信
長
公
記
』
で
い
う
「
黒
末
川
口
」
に
あ
る
大
高
城
と
鳴
海
城

は
唯
一
海
上
の
み
が
残
さ
れ
た
連
絡
手
段
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
今
川
方
に
与
力
し

た
「
二
の
江
」
の
「
服
部
左
京
進
」
が
海
上
輸
送
の
役
を
担
っ
て
い
た
と
推
察
す
る
。

今
川
勢
の
目
標
は
、
直
接
の
連
絡
陸
路
を
鷲
津
砦
や
中
島
砦
に
よ
っ
て
遮
断
さ
れ
た

現
況
に
お
い
て
は
、
鷲
津
砦
・
丸
根
砦
の
攻
略
を
行
う
と
同
時
に
、
大
高
城
の
救
援

で
は
な
く
、
鳴
海
城
の
救
援
が
主
眼
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

あ
く
ま
で
も
傍
証
だ
が
、
そ
の
「
服
部
左
京
進
」
の
家
譜
で
気
に
な
る
一
節
が
あ

る
。「
寛
政
譜
」
で
は
諱
は
「
政
光
」
で
、初
名
を
「
政
秀
」、「
右
京
進
」
と
す
る
が
、

桶
狭
間
合
戦
時
に
「
兵
粮
船
一
艘
」
を
元
康
に
献
上
し
た
こ
と
が
手
柄
と
し
て
書
か

れ
て
お
り
、
こ
れ
は
「
寛
永
傳
」
に
も
見
ら
れ
る
記
述
で
あ
る
。
こ
の
時
、
渥
美
友

勝
も
「
寛
政
譜
」
に
お
い
て
、服
部
と
と
も
に
兵
粮
を
献
上
し
た
旨
が
記
さ
れ
る
が
、

渥
美
の
場
合
は
「
寛
永
傳
」
に
記
載
は
無
い
。

　

服
部
家
の
家
譜
が
「
兵
粮
」
で
は
な
く
「
兵
粮
船
」
と
し
て
い
る
こ
と
を
注
視
す

る
。
大
高
城
か
ら
鳴
海
城
へ
の
兵
粮
入
の
手
段
と
し
て
献
上
し
た
と
い
う
解
釈
も
な

り
た
つ
か
ら
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
陸
路
し
か
使
わ
な
い
元
康
に
「
船
」
を
献
上
す
る

意
味
が
見
い
だ
せ
な
い
。『
信
長
公
記
』
の
記
載
で
も
、
桶
狭
間
合
戦
時
に
「
服
部

左
京
進
」
は
「
大
高
の
下
、
黒
末
川
口
迄
乗
入
れ
候
へ
ど
も
」
と
、
大
高
城
下
に
船

を
寄
せ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
元
康
が
運
ん
だ
兵
粮
の
積
み
込
み
を
し
て

い
た
と
解
釈
す
る
の
は
、
憶
測
が
過
ぎ
る
だ
ろ
う
か
。

　

最
後
に
い
わ
ゆ
る
向
山
砦
に
関
す
る
検
証
だ
が
、
そ
の
名
す
ら
一
切
の
記
録
に
は

登
場
せ
ず
、
伝
承
も
無
い
の
に
桶
狭
間
合
戦
に
結
び
付
け
る
の
は
い
か
が
で
あ
ろ
う

か
。
現
地
で
も
積
極
的
に
評
価
で
き
る
城
郭
遺
構
は
存
在
し
な
い
。
仮
に
人
工
削
平

地
に
見
え
た
と
し
て
も
、
大
高
城
の
隣
に
あ
る
か
ら
桶
狭
間
合
戦
遺
構
と
す
る
の
は

乱
暴
な
議
論
で
あ
る
。
ま
た
、
現
地
は
水
野
大
膳
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
春
江
院
境
内

の
隣
接
地
で
あ
り
、
桶
狭
間
合
戦
後
に
半
世
紀
に
わ
た
り
水
野
大
膳
家
が
大
高
の
地

を
領
し
た
事
実
か
ら
鑑
み
る
に
、
好
意
的
に
解
釈
し
た
と
し
て
も
、
城
地
続
き
の
地

に
お
い
て
菩
提
寺
整
備
の
一
環
と
し
て
整
地
し
た
痕
跡
と
み
な
す
べ
き
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
は
松
平
元
康
の
大
高
城
兵
粮
入
武
功
を
検
証
す
る
に
あ
た
り
、
大
高
城
及
び

そ
の
周
辺
陣
城
に
つ
い
て
も
検
討
を
試
み
た
。
あ
く
ま
で
も
現
存
史
料
が
語
る
範
囲

で
い
う
な
ら
ば
、
大
高
城
の
記
録
上
の
初
出
は
、
城
の
西
方
に
あ
る
氷
上
姐
子
社
の

社
主
・
久
米
家
の
記
録
で
、
永
正
六
年
（
一
五
〇
九
（
に
花
井
備
中
守
な
る
人
物
が

大
高
城
主
だ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
大
高
城
は
花
井
氏
の
居
城
だ
っ
た
と
思
わ

れ
る
が
、
天
文
年
間
頃
よ
り
今
川
方
勢
力
が
大
高
城
周
辺
に
及
ぶ
に
あ
た
り
、
花
井

氏
の
去
就
が
分
か
ら
な
く
な
る
。

　

天
文
十
二
年
（
一
五
四
三
（
時
点
の
大
高
城
主
は
水
野
大
膳
家
に
代
わ
っ
て
い
た

こ
と
が
久
米
家
文
書
に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
る
。
同
十
七
年
に
大
高
城
は
一
度
今
川

方
の
手
に
落
ち
る
も
の
の
、
す
ぐ
に
織
田
方
に
奪
い
返
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
同

二
十
二
年
に
鳴
海
城
の
山
口
氏
が
今
川
方
に
与
し
た
こ
と
で
、
そ
れ
以
降
に
山
口
氏

の
調
略
に
よ
っ
て
大
高
城
は
今
川
方
に
な
っ
た
と
す
る
。

　

こ
の
時
期
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
弘
治
元
年
（
一
五
五
五
（
に
今
川
方
三
河
衆
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が
「
二
の
江
」
の
「
服
部
左
京
進
」
を
後
援
す
る
た
め
に
、
軍
勢
を
愛
知
県
南
西
部

の
蟹
江
ま
で
派
遣
し
て
い
る
事
実
を
も
っ
て
、
海
上
派
兵
を
安
全
に
行
う
上
で
も
、

こ
の
時
ま
で
に
大
高
城
は
今
川
方
に
な
っ
て
い
た
と
推
察
す
る
。

　

桶
狭
間
合
戦
の
前
哨
と
し
て
鳴
海
城
・
大
高
城
に
陣
城
が
構
え
ら
れ
た
時
期
も
不

明
だ
が
、
織
田
信
長
の
領
国
安
定
が
永
禄
元
～
二
年
（
一
五
五
八
～
五
九
（
と
推
定

さ
れ
る
岩
倉
城
の
攻
略
後
で
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
く
上
洛
を
永
禄
二
年
二
月
に
行
っ

て
い
る
た
め
、
鳴
海
方
面
へ
の
侵
攻
に
傾
注
で
き
る
の
は
帰
国
後
の
同
年
二
月
以
降

と
推
察
す
る
。
陣
城
の
構
築
に
よ
っ
て
経
済
的
に
困
窮
し
た
か
ら
こ
そ
、
兵
粮
入
が

必
然
と
な
る
た
め
、
大
高
城
兵
粮
入
は
永
禄
二
年
か
ら
同
三
年
の
間
に
起
き
た
出
来

事
と
推
定
す
る
。

　

江
戸
時
代
の
書
誌
の
多
く
や
、
諸
大
名
・
旗
本
の
家
譜
で
は
大
高
城
兵
粮
入
を
永

禄
二
年
と
し
、
同
三
年
の
桶
狭
間
合
戦
直
前
に
大
高
城
に
入
城
し
て
丸
根
砦
を
攻
略

し
た
こ
と
と
は
別
の
こ
と
と
し
て
記
録
し
て
お
り
、
世
に
喧
伝
さ
れ
る
元
康
の
大
高

城
兵
粮
入
は
永
禄
二
年
時
の
行
為
の
み
に
限
定
さ
れ
る
。

　

書
誌
の
記
録
の
淵
源
は
『
三
河
物
語
』
に
求
め
ら
れ
、
同
書
を
定
本
と
し
て
各
書

誌
の
記
述
へ
波
及
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
時
代
と
共
に
事
実
誤
認
が
増
す
傾
向
に

あ
る
。
特
に
大
高
城
兵
粮
入
に
あ
た
り
、
現
在
の
豊
田
市
域
に
あ
る
寺
部
城
等
の
諸

城
に
囮
の
軍
勢
を
出
し
た
と
い
う
記
述
は
、『
三
河
物
語
』の
記
述
を
曲
解
し
て
い
る
。

こ
の
説
は
『
東
照
宮
御
實
紀
』
で
は
「
異
説
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
多
く
の
写
本
が

作
ら
れ
た
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
（
完
成
の
「
落
穂
集
」
で
も
同
様
の
記
事
が
載

せ
ら
れ
た
こ
と
で
、「
異
説
」
が
事
実
の
よ
う
に
誤
認
さ
れ
敷
衍
し
て
い
っ
た
と
考

え
る
。

　

な
お
、『
三
河
物
語
』
で
高
く
評
価
さ
れ
た
大
高
城
兵
粮
入
は
、
当
時
そ
れ
ほ
ど

の
武
功
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、
家
譜
に
お
い
て
も
「
寛
永

傳
」
で
、
こ
の
武
功
に
供
奉
し
た
こ
と
を
記
す
家
は
皆
無
で
あ
る
。
書
誌
が
普
及
す

る
過
程
に
お
い
て
、
改
め
て
自
家
の
武
功
に
紐
づ
け
る
た
め
「
寛
政
譜
」
で
記
載
し

た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
家
伝
と
い
う
よ
り
も
、
書
誌
情
報
を
基
本
と
し
た
か
、
ま

た
は
奥
平
氏
の
よ
う
に
伝
来
の
記
録
と
異
な
る
こ
と
を
承
知
で
、
武
功
を
遡
及
的
に

家
康
に
寄
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
家
譜
の
記
述
は
一
概
に
事
実
と
は
判
定
し
づ

ら
い
。
そ
の
た
め
、元
康
に
よ
る
大
高
城
兵
粮
入
は
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
の
、

実
際
の
時
期
・
経
過
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
り
、
奥
平
・
菅
沼
両
氏
に
よ
る
兵
粮
入

の
感
状
が
示
す
永
禄
二
年
九
月
十
九
日
に
元
康
も
参
加
し
た
可
能
性
を
指
摘
で
き
る

の
み
で
あ
る
。

　

大
高
城
を
取
り
囲
ん
だ
陣
城
に
つ
い
て
は
、
小
説
的
な
見
解
が
先
行
し
て
い
る
感

が
あ
る
。
氷
上
姐
子
社
主
・
久
米
氏
が
今
川
方
で
あ
る
限
り
、
氷
上
山
に
織
田
方
が

砦
を
築
く
の
は
不
可
能
で
あ
る
。
大
高
城
を
封
鎖
す
る
上
で
最
も
効
果
的
な
位
置
に

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
正
光
寺
砦
も
有
効
に
機
能
し
た
形
跡
が
無
い
。
両
砦
の
存
在
ま

で
は
否
定
し
な
い
が
、
桶
狭
間
合
戦
と
は
関
係
な
い
砦
と
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
し
て

や
い
わ
ゆ
る
向
山
砦
と
称
し
て
い
る
場
所
は
、
記
録
も
伝
承
・
遺
構
も
伴
わ
ず
、
説

得
性
の
あ
る
同
定
根
拠
も
無
い
近
年
の
創
作
史
跡
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

鷲
津
砦
・
丸
根
砦
築
城
の
ね
ら
い
は
鳴
海
城
と
大
高
城
の
分
断
で
あ
る
。
今
川
方

勢
力
圏
に
突
出
し
た
立
地
に
お
い
て
大
高
川
東
側
丘
陵
ま
で
が
織
田
家
勢
力
の
限
界

で
あ
り
、
桶
狭
間
合
戦
時
に
大
高
城
を
包
囲
す
る
陣
城
が
あ
っ
た
と
い
う
幻
想
は
取

り
除
く
必
要
が
あ
る
。
徳
川
家
康
を
神
格
化
す
る
上
で
事
実
を
曲
解
し
て
ま
で
逸
話

を
作
る
特
に
十
八
世
紀
以
降
の
書
誌
に
お
い
て
、
よ
り
武
功
を
強
調
で
き
る
は
ず
の

正
光
山
砦
・
氷
上
山
砦
の
存
在
が
歯
牙
に
も
か
け
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、
桶
狭
間
合

戦
時
に
機
能
し
た
記
憶
も
事
実
も
無
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

桶
狭
間
合
戦
直
後
の
大
高
城
の
帰
趨
経
緯
は
分
か
ら
な
い
が
、
諸
記
録
に
よ
り
そ
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の
後
は
水
野
大
膳
家
が
大
高
城
主
と
し
て
存
在
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
同
家
に

よ
る
大
高
領
有
の
終
焉
は
慶
長
十
九
年（
一
六
一
四
（で
あ
る
。『
台
徳
院
殿
御
實
記
』

に
は
、同
家
五
代
正
春
が
二
代
将
軍
徳
川
秀
忠
の
「
御
勘
氣
」
を
蒙
っ
て
改
易
に
な
っ

た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
収
公
さ
れ
た
土
地
は
お
そ
ら
く
尾
張
徳
川
家
領
と
な
り
、
そ

の
後
、
尾
張
藩
重
臣
・
志
水
家
の
屋
敷
が
城
の
一
画
に
建
設
さ
れ
た
。

　

最
後
に
一
つ
の
仮
説
を
提
示
し
た
。
大
高
城
は
完
全
包
囲
さ
れ
た
鳴
海
城
へ
兵
站

基
地
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
仮
説
で
あ
る
。「
服
部
左
京
進
」

が
元
康
に
「
兵
粮
船
」
を
献
上
し
て
い
る
家
譜
の
記
録
か
ら
察
し
、
元
康
が
船
を
必

要
と
す
る
状
況
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
し
た
次
第
で
あ
る
。

　

以
上
が
書
誌
・
家
譜
な
ど
を
あ
る
程
度
悉
皆
的
に
検
討
し
た
上
で
の
結
論
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
諸
記
録
を
充
分
に
検
討
で
き
た
と
は
言
い
が

た
く
、
何
よ
り
史
料
自
体
の
全
文
を
掲
載
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
少
な
く
と

も
検
討
に
用
い
た
諸
記
録
だ
け
で
も
別
の
機
会
に
紹
介
し
た
い
と
考
え
る
。
近
年
、

五
十
嵐
正
也
氏
に
よ
る
水
野
氏
の
研
究（

11
（

が
進
展
し
て
お
り
、
合
戦
時
に
お
け
る
水
野

家
や
知
多
半
島
方
面
の
動
向
に
対
し
て
も
さ
ら
に
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と

を
課
題
と
し
た
い
。

補
論
　
伝
花
井
備
中
守
像
（
長
福
寺
蔵
）
に
つ
い
て

　

桶
狭
間
の
長
福
寺
（
名
古
屋
市
緑
区
（
に
は
花
井
備
中
守
の
像
と
み
ら
れ
る
木
像

が
伝
存
し
て
い
る
（
図
版
2
（。
曲
録
に
坐
す
像
高
一
五
・
五
糎
の
小
像
で
、
裳
長
も

七
・
八
糎
あ
る
た
め
、
像
の
総
高
と
し
て
は
二
三
・
三
糎
と
な
る
。
像
幅
一
三
・
〇
糎
、

像
奥
行
一
一
・
五
糎
、
曲
録
高
三
五
・
〇
糎
、
曲
録
上
部
幅
二
三
・
七
糎
、
曲
録
下
部

幅
二
〇
・
八
糎
、曲
録
最
大
奥
行
一
三
・
〇
糎
で
あ
る
。
裳
裏
に
「
寛
政
七
夘
冬
」・「
花

井
備
中
守
後
／
胤
源
徂
賚
（
花
押
（」
の
彫
銘
が
あ
る
。

　

剃
髪
・
袈
裟
を
纏
う
法
体
姿
の
た
め
、
僧
侶
の
頂
相
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
袈
裟

は
鐶
の
あ
る
禅
宗
仕
様
の
た
め
、
浄
土
宗
で
あ
る
長
福
寺
住
持
の
頂
相
と
は
考
え
ら

れ
な
い
。
大
高
城
主
の
末
裔
と
す
る
三
百
石
知
行
の
旗
本
花
井
家
の
菩
提
寺
は
曹
洞

宗
の
定
光
院
（
埼
玉
県
深
谷
市
（
で
あ
り
、
花
井
備
中
守
の
後
胤
「
源
徂
賚
」
な
る

人
物
を
系
譜
上
で
確
認
で
き
な
い
。
あ
る
い
は
、「
源
徂
賚
」
は
同
じ
く
花
井
備
中

守
の
後
胤
と
す
る
名
古
屋
の
惣
町
代
・
花
井
家
に
連
な
る
人
物
の
可
能
性
も
あ
る
が
、

こ
ち
ら
も
系
譜
上
で
の
確
認
は
難
し
い
。
あ
え
て
「
後
胤
」
と
し
て
記
銘
す
る
こ
と
、

家
の
宗
派
と
違
う
寺
に
奉
納
す
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
、
像
主
は
花
井
備
中
守
と
推
測

す
る
。

　

法
体
姿
に
し
た
の
は
出
家
し
た
と
い
う
家
伝
が
残
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

作
像
の
意
図
・
奉
納
の
経
緯
は
分
か
ら
な
い
が
、
江
戸
時
代
よ
り
長
福
寺
は
今
川
義

元
や
桶
狭
間
合
戦
戦
歿
者
の
菩
提
を
弔
う
寺
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
の
で
、
合
戦
の

舞
台
・
大
高
城
に
関
係
し
た
先
祖
の
供
養
を
寺
に
託
し
た
の
で
は
な
い
か
と
憶
測
す

る
。
後
世
の
作
だ
が
、
実
像
が
分
か
ら
な
い
花
井
備
中
守
を
偲
ぶ
貴
重
な
遺
品
で
あ

る
。

図版 2　伝花井備中守像　長福寺蔵
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註（
1
（�『
内
閣
文
庫
所
蔵
史
籍
叢
刊�

特
刊
第
一�

朝
野
舊
聞
褒
藁
』
第
二
巻　

汲
古
書
院　

昭
和
五
十
七
年
八
月

発
行
。

（
2
（�『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
第
一
～
第
十
五　

続
群
書
類
聚
完
成
会　

昭
和
五
十
五
年
一
月
二
十
日
～
平
成
六

年
二
月
十
五
日
発
行
。

（
3
（�『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
一
～
第
二
十
二　

続
群
書
類
従
完
成
会　

昭
和
三
十
九
年
二
月
二
十
五
日

～
昭
和
四
十
一
年
四
月
三
十
日
発
行
。

（
4
（�

刈
谷
市
史
編
さ
ん
編
集
委
員
会
編
『
刈
谷
市
史�

第
二
巻�

本
文
（
近
世
（』　

刈
谷
市　

平
成
六
年
三
月

三
十
日
発
行
。

（
5
（�

常
滑
市
誌
編
さ
ん
委
員
会
編
『
常
滑
市
誌
』
常
滑
市
役
所　

昭
和
五
十
一
年
三
月
一
日
発
行
。

（
6
（�

知
多
市
誌
編
さ
ん
委
員
会
編
『
知
多
市
誌�

本
文
編
』
知
多
市
役
所　

昭
和
五
十
六
年
三
月
三
十
日
発
行
。

（
7
（�

東
海
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
東
海
市
史�

通
史
編
』
愛
知
県
東
海
市　

平
成
二
年
三
月
一
日
発
行
。

（
8
（�

愛
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
愛
知
県
史　

資
料
編
10　

中
世
3
』
愛
知
県　

平
成
二
十
一
年
三
月

三
十
一
日
発
行　

所
収
。

　
　
　

 

七
三
九　

氷
上
社
遷
宮
祝
詞
写
［
永
正
六
年
（
一
五
〇
九
（］

　
　
　

 

七
四
〇　

氷
上
社
遷
宮
行
列
書
写
（
巻
子
（［
永
正
六
年
（
一
五
〇
九
（
頃
］

　
　
　

 

七
四
一　

氷
上
宮
記
（
冊
子
（［
永
正
六
年
（
一
五
〇
九
（］

（
（
（�

愛
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
愛
知
県
史　

資
料
編
10　

中
世
3
』
愛
知
県　

平
成
二
十
一
年
三
月

三
十
一
日
発
行　

所
収
。

　
　
　

 

一
九
六
〇　

織
田
信
長
判
物　

徳
川
美
術
館
所
蔵
文
書

　
　
　

 

一
九
七
二　

織
田
信
長
判
物　

妙
心
寺
光
国
院
所
蔵
文
書

（
10
（�

愛
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
愛
知
県
史　

資
料
編
10　

中
世
3
』
愛
知
県　

平
成
二
十
一
年
三
月

三
十
一
日
発
行
。

　
　
　

 

七
三
九　

氷
上
社
遷
宮
祝
詞
写　

久
米
家
文
書

（
11
（�『
知
多
郡
史
』
上
巻　

愛
知
県
郷
土
資
料
刊
行
会　

昭
和
四
十
六
年
九
月
二
十
日
復
刻
刊
行
。

（
12
（�

兵
藤
裕
己
校
注
『
太
平
記
』（
五
（
岩
波
書
店　

二
〇
一
六
年
四
月
十
五
日
発
行
。

（
13
（�『
尾
陽
雑
記
』
愛
知
県
郷
土
資
料
刊
行
会　

昭
和
七
年
九
月
一
日
発
行
。
昭
和
五
十
二
年
二
月
十
日
復
刻

刊
行
。

（
14
（�

愛
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
愛
知
県
史　

資
料
編
14　

中
世
・
織
豊
』
愛
知
県　

平
成
二
十
六
年
三

月
三
十
一
日
発
行
。

　
　
　

 

一
五　

久
目
五
十
代
嗣
子
後
裔
系
譜

（
15
（�

奥
野
高
広
・
岩
沢
愿
彦
校
注
『
角
川
文
庫　

信
長
公
記
』
角
川
書
店　

昭
和
四
十
四
年
十
一
月
二
十
日

発
行

（
16
（�

愛
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
愛
知
県
史　

資
料
編
10　

中
世
3
』
愛
知
県　

平
成
二
十
一
年
三
月

三
十
一
日
発
行
。

　
　
　

 

二
一
五
四　

今
川
義
元
判
物
写　

土
佐
国
蠧
簡
集
残
篇

（
17
（�

愛
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
愛
知
県
史　

資
料
編
11　

織
豊
1
』
愛
知
県　

平
成
十
五
年
三
月

三
十
一
日
発
行
。

　
　
　

 

一
六　

今
川
氏
真
感
状
写　

鵜
殿
系
図
伝
巻
之
一

（
18
（�

愛
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
愛
知
県
史　

資
料
編
14　

中
世
・
織
豊
』
愛
知
県　

平
成
二
十
六
年
三

月
三
十
一
日
発
行　

所
収
。

（
1（
（�

前
掲
（
16
（
参
照
。

（
20
（�

愛
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
愛
知
県
史　

資
料
編
10　

中
世
3
』
愛
知
県　

平
成
二
十
一
年
三
月

三
十
一
日
発
行
。

　
　
　

 
二
一
五
七　

今
川
義
元
感
状
写　

松
平
奥
平
家
古
文
書
写

（
21
（�

愛
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
愛
知
県
史　

資
料
編
10　

中
世
3
』
愛
知
県　

平
成
二
十
一
年
三
月

三
十
一
日
発
行
。

　
　
　

 

二
一
五
八　

今
川
義
元
感
状
写　

浅
羽
本
系
図
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（
22
（�
愛
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
愛
知
県
史　

資
料
編
11　

織
豊
1
』
愛
知
県　

平
成
十
五
年
三
月

三
十
一
日
発
行
。

　
　
　

 

一
六　

今
川
氏
真
感
状
写　

鵜
殿
系
図
伝
巻
之
一

（
23
（�

愛
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
愛
知
県
史　

資
料
編
11　

織
豊
1
』
愛
知
県　

平
成
十
五
年
三
月

三
十
一
日
発
行
。

　
　
　

 

一
四　

今
川
氏
真
判
物　

岡
部
文
書

　
　
　

 

二
七　

今
川
氏
真
判
物
写　

土
佐
国
蠧
簡
集
残
篇
三

（
24
（�『
紹
巴
富
士
見
道
記
』（
渡
辺
静
子
・
西
沢
正
史
偏
／
高
橋
良
雄
・
白
井
忠
功
監
修
『
中
世
日
記
紀
行
文

学
全
評
釈
集
成
』
第
七
巻　

勉
誠
出
版　

平
成
十
六
年
十
二
月
三
十
日
発
行
。（

（
25
（�『
名
古
屋
叢
書
続
編�

第
三
巻�

寛
文
村
々
覚
書
（
下
（
地
方
古
義
』
名
古
屋
市
教
育
委
員
会　

昭
和

四
十
一
年
九
月
三
十
日
発
行
。

（
26
（�『
名
古
屋
叢
書
続
編�

第
八
巻�

尾
張
徇
行
記
（
五
（』
名
古
屋
市
教
育
委
員
会　

昭
和
四
十
四
年
三
月

三
十
一
日
発
行
。

（
27
（�『
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵�

張
州
雑
志
』
第
一
巻　

愛
知
県
郷
土
資
料
刊
行
会　

昭
和
五
十
年
六
月

二
十
八
日
発
行
。

（
28
（�

愛
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
愛
知
県
史　

資
料
編
11　

織
豊
1
』
愛
知
県　

平
成
十
五
年
三
月

三
十
一
日
発
行
。

　
　
　

 

七　

今
川
義
元
書
状
写　

別
本
士
林
証
文

（
2（
（�

五
十
嵐
正
也
「
水
野
十
郎
左
衛
門
尉
に
つ
い
て
」（『
刈
谷
市
歴
史
博
物
館　

研
究
紀
要
』
第
一
号　

刈

谷
市
歴
史
博
物
館　

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
発
行
。（

（
30
（�

寛
政
譜
で
は
「
正
春
」
と
表
記
す
る
が
、「
今
の
呈
譜
大
膳
正
忠
に
作
る
。」
と
併
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、

「
今
の
呈
譜
」
上
の
名
を
括
弧
書
き
で
記
す
。
後
の
当
主
も
同
様
と
す
る
。

（
31
（�

愛
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
愛
知
県
史　

資
料
編
12　

織
豊
2
』
愛
知
県　

平
成
十
九
年
三
月

三
十
一
日
発
行
。

　
　
　

 

一
〇
四
〇　

織
田
信
雄
分
限
帳

（
32
（�

黒
坂
勝
美
編
輯
『
新
訂
増
補
國
史
大
系�

德
川
實
紀
』
第
一
篇　

吉
川
弘
文
館　

昭
和
四
年
十
月
二
十
五

日
第
一
刷
発
行
。

（
33
（�

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
室
編
『
名
古
屋
市
文
化
財
調
査
報
告
1
1
7　

埋
蔵
文
化
財
調
査

報
告
書
1
0
0　

国
史
跡　

大
高
城　

附　

丸
根
砦　

鷲
津
砦
』
名
古
屋
市
教
育
委
員
会　

二
〇
二
四

年
三
月
二
十
九
日
発
行
。

（
34
（�

田
中
重
策
編
輯
『
尾
張
國
知
多
郡
誌
』
久
松
與
助　

明
治
二
十
六
年
七
月
十
日
発
行
。（『
尾
張
國
知
多

郡
誌
』
船
橋
武
志　

昭
和
六
十
二
年
五
月
一
日
復
刻
版
発
行
。（

（
35
（�

黒
坂
勝
美
編
輯
『
新
訂
増
補
國
史
大
系�

德
川
實
紀
』
第
一
篇　

吉
川
弘
文
館　

昭
和
四
年
十
月
二
十
五

日
第
一
刷
発
行
。

（
36
（�

斎
木
一
馬
・
岡
山
泰
四
・
相
良
亨
校
注
『
日
本
思
想
体
系
26　

三
河
物
語　

葉
隠
』
岩
波
書
店　

一
九
七
四
年
六
月
二
十
五
日
発
行
。

（
37
（�

全
国
東
照
宮
連
合
会
編
『
披
沙
揀
金
─
徳
川
家
康
公
逸
話
集
─
』
続
群
書
類
聚
完
成
会　

平
成
九
年
十

月
十
七
日
発
行
。

（
38
（�

岐
阜
県
編
『
岐
阜
県
史�

史
料
編�

古
代
・
中
世
四
』
岐
阜
県　

一
九
七
三
年
発
行　

所
収
。

（
3（
（�

原
史
彦
「〈
史
料
紹
介
〉
和
光
山
天
沢
院
長
福
寺
所
蔵
の
桶
狭
間
合
戦
関
係
資
料
」（
名
古
屋
城
調
査
研

究
セ
ン
タ
ー
編
『
研
究
紀
要
』
第
3
号　

名
古
屋
城
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー　

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

発
行
。（

（
40
（�

愛
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
愛
知
県
史　

資
料
編
10　

中
世
3
』
愛
知
県　

平
成
二
十
一
年
三
月

三
十
一
日
発
行
。

　
　
　

 

二
一
四
二　

今
川
義
元
伝
馬
手
形
写

（
41
（�『
静
岡
県
史　

資
料
編
7　

中
世
三
』
静
岡
県　

平
成
六
年
三
月
二
十
五
日
発
行
。

　
　
　

 
二
六
八
三　

今
川
義
元
定
書
写　

松
林
寺
文
書
〇
竜
洋
町
川
袋

　
　
　

 �

た
だ
し
、「
〇
本
文
書
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
な
お
、『
静
岡
県
史
料
』
第
三
輯
所
載
青
木
文
書
に
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同
文
の
も
の
が
あ
る
。」
と
の
記
載
が
あ
る
。

（
42
（�

前
掲
註
（
15
（
参
照
。

（
43
（�『
奥
平
家
傳
記
』（
大
島
明
秀
「
奥
平
神
社
蔵
「
奥
平
家
傳
記
」
に
つ
い
て
」［
中
津
市
歴
史
博
物
館
編
『
中

津
歴
史
博
物
館�
研
究
叢
書
』
1　

中
津
市
歴
史
博
物
館　

令
和
六
年
三
月
発
行
。］（

（
44
（�

愛
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
愛
知
県
史　

資
料
編
11　

織
豊
1
』
愛
知
県　

平
成
十
五
年
三
月

三
十
一
日
発
行
。

　
　
　

 

一
四　

今
川
氏
真
判
物　

岡
部
文
書

　
　
　

 

二
七　

今
川
氏
真
判
物
写　

土
佐
国
蠧
簡
集
残
篇
三

（
45
（�

愛
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
愛
知
県
史　

資
料
編
11　

織
豊
1
』
愛
知
県　

平
成
十
五
年
三
月

三
十
一
日
発
行
。

　
　
　

 

一
六　

今
川
氏
真
感
状
写　

鵜
殿
系
図
伝
巻
之
一

（
46
（�

藤
井
尚
夫
「
桶
狭
間
の
仕
掛
け
人
は
信
長
だ
っ
た
！
」（『
歴
史
群
像
』
十�

学
習
研
究
社�

平
成
五
年
（

（
47
（�

千
田
嘉
博
『
新
修
名
古
屋
市
史　

第
二
巻
』
第
六
章
第
五
節
「
城
館
が
語
る
戦
国
の
名
古
屋
」
名
古
屋

市　

平
成
一
〇
年
三
月
三
十
一
日
発
行
。

（
48
（�

髙
田
徹
「
桶
狭
間
合
戦
時
の
織
田
氏
陣
城
」（『
中
世
城
郭
研
究
』
第
14
号　

中
世
城
郭
研
究
会　

二
〇
〇
〇
年
七
月
三
〇
日
発
行
。（

（
4（
（�

榊
原
邦
彦
『
桶
廻
間
合
戦
研
究
』
中
日
出
版
社　

平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
一
日
発
行
。

（
50
（�

徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵
。
旧
蓬
左
一
二
九
─
五
三
。

（
51
（�

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
。
図
二
二
四
。
一
三
五
・
八
糎
×
一
一
二
糎
。

（
52
（�

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
。
図
二
二
五
。
二
〇
一
糎
×
一
九
〇
・
三
糎
。

（
53
（�

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
。
図
三
六
九
。
一
三
五
・
七
糎
×
一
二
二
・
三
糎
。

（
54
（�

愛
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
愛
知
県
史　

資
料
編
14　

中
世
・
織
豊
』
愛
知
県　

平
成
二
十
六
年
三

月
三
十
一
日
発
行
。

　
　
　

 

二　

信
長
記　

首
巻　

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館

（
55
（�

前
掲
（
45
（
参
照
。

（
56
（�

五
十
嵐
正
也
「
織
豊
期
刈
谷
水
野
家
・
緒
川
水
野
家
の
政
治
的
動
向
に
つ
い
て
水
野
信
元
・
忠
重
期
の

緒
川
領
支
配
を
中
心
に
─
」（『
刈
谷
市
歴
史
博
物
館　

研
究
紀
要
』
第
四
号　

刈
谷
市
歴
史
博
物
館　

令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
発
行
。（

追
記　

　

本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
髙
田
徹
氏
よ
り
資
料
の
提
供
を
受
け
、
千
田
嘉
博
氏
か
ら

は
貴
重
な
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
桶
狭
間
長
福
寺
御
住
職
の
小
山
昌
純
氏
に

は
花
井
備
中
守
像
の
調
査
閲
覧
の
便
を
は
か
っ
て
い
た
だ
き
、
徳
川
林
政
史
研
究
所

の
藤
田
英
昭
氏
に
は
史
料
閲
覧
の
便
宜
を
は
か
っ
て
い
た
だ
い
た
。
末
筆
な
が
ら
厚

く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

　

な
お
、
大
高
城
史
に
つ
い
て
は
、
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
・
深
谷
淳
氏
に
よ
る
『
史

跡
大
高
城
跡�

附�

丸
根
砦
跡�

鷲
津
砦
跡�

保
存
活
用
計
画
』（
仮
称
（
で
の
記
述
が
あ

る
。
本
稿
成
稿
時
、
同
書
は
未
刊
で
あ
る
た
め
、
発
行
年
は
前
後
す
る
が
、
同
書
内

容
は
本
稿
よ
り
先
行
し
て
い
る
事
を
付
記
す
る
。

　

ま
た
、
本
稿
脱
稿
後
に
千
田
嘉
博
氏
よ
り
千
田
嘉
博
・
平
山
優
著
『
戦
国
時
代
を

変
え
た
合
戰
と
城
─
桶
狭
間
合
戦
か
ら
大
坂
の
陣
ま
で
─
』（
朝
日
新
聞
出
版　

二
〇
二
四
年
十
月
三
十
日
発
行
。（
を
頂
戴
し
た
。
同
書
で
は
千
田
氏
に
よ
り
改
め

て
桶
狭
間
合
戦
時
に
お
け
る
正
光
寺
砦
・
氷
上
砦
の
存
在
を
否
定
さ
れ
て
い
る
他
、

大
高
城
を
経
由
し
た
海
上
輸
送
に
よ
る
鳴
海
城
へ
の
兵
粮
入
の
可
能
性
を
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
先
行
研
究
と
し
て
追
記
す
る
次
第
で
あ
る
。

　

髙
田
徹
氏
か
ら
は
、
同
じ
く
脱
稿
後
に
正
光
寺
砦
の
地
籍
図
か
ら
の
復
元
を
試
み

た
丸
井
国
治
氏
の
論
考
「
正
光
寺
砦
・
・
失
わ
れ
た
大
高
城
の
付
城
」（『
愛
城
研
報

告
』
第
1（
号　

愛
知
中
世
城
郭
研
究
会　

二
〇
一
五
年
八
月
発
行
。（
の
存
在
を
ご
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指
摘
い
た
だ
い
た
。
併
せ
て
先
行
研
究
と
し
て
提
示
す
る
。

《Title》
A�verification�study�of� the�military�exploits�of�Matsudaira�Motoyasu;� later�known�as�
Tokugawa�Ieyasu,�when�providing�logistic�service�to�Ōdaka�Castle�during�the�Siege�of�
Marune�operation

《Keyword》
Ōdaka�Castle,�Narumi�Castle,�Washizu�Fort,�Shōkōji�Fort,�Hikamiyama�Fort,�Kanie�
Castle,�Hanai�Bicchūnokami,�Kume�priest� family�of�Hikami�Anego�Shrine,�Mizuno�
Daizen� family , � Mizuno� Masanaga, � Oda� Nobunaga, � Hattori � Sakyōnoshin ,�
Mikawamonogatari;�History�books�of�Matsudaira�clan�and�Tokugawa�clan�by�Ōkubo�
Tadataka,�Shinchōkōki;�Biographical�documents�on�Oda�Nobunaga,�Chōyakyūbunhōkō;�
Related�documents�about�Tokugawa�Ieyasu�and�Matsudaira�Family�compiled�by�Edo�
Shogunate,�Kansei-Chōshūshokafu:�Genealogy�of�military� families� complied�by�Edo�
Shogunate�in�18th’C,�Kan’ei-Shokakeifuden:�Genealogy�of�military�families�complied�by�
Edo�Shogunate� in� 17th’C,�Tokugawajikki;�Official� history�book� compiled�by�Edo�
Shogunate,�Jōha-Fujimidōki;�Travelogue�by�Satomura�Jōha,�the�Renga�poet�master
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表
1　『

朝
野
舊
聞
褒
藁
』
所
載
文
献
に
お
け
る
大
高
城
兵
粮
入
記
事
・
丸
根
砦
攻
め
記
事
一
覧
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表
2　『

寛
永
諸
家
系
図
傳
』・『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
お
け
る
桶
狭
間
合
戦
記
事
一
覧
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